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星ほしのカービィ




プププランドで大だいレース！の巻まき








高たか瀬せ美み恵え・作

苅かり野のタウ・ぽと・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　空そらに浮うかぶ雲くももとろけてしまいそうなほど、のどかな昼ひる下さがり。

　草そう原げんに寝ねころがって流ながれる雲くもを見み上あげながら、話はなしこんでいる二人ふたりがいた。

　一人ひとりは、キノコのようなぼうしをかぶったキャピィ。もう一人ひとりは、マイクに似にた姿すがたをしたウォーキー。どちらも、このプププランドの住じゅう民みんだ。

　長ながい長ながいおしゃべりの話わ題だいがようやく尽つきかけたとき、ふと、思おもい出だしたようにキャピィが言いった。

「そういえばさ、ヘンなうわさを聞きいたんだけど。ウォーキー、知しってる？」

「なんだ、ヘンなうわさって」

「何なん日にちか前まえに、南みなみのほうの森もりの近ちかくで、大おおきな足あしあとが見みつかったんだって」

　キャピィは、おそろしそうに声こえをひそめた。

「足あしあと？」

「うん。家いえをふみつぶせちゃうくらい、大おおきな足あしあとだってさ！」

「はっ、ばかばかしい。そんなの、ウソに決きまってる」

　ウォーキーは、せせら笑わらった。キャピィはムッとして、言いい返かえした。

「ウソじゃないよ。オレの友ともだちから聞きいたんだから！」

「うわさっていうのは、どんどん尾おひれがついていくもんだ。ちょっと大おおきなくぼみが見みつかったって話はなしが、いつのまにか大おおげさになっただけだよ、きっと」

「足あしあとだけじゃないよ。その近ちかくで、化ばけ物もののうなり声ごえみたいな、気き味みの悪わるい声こえを聞きいたって証しょう言げんもあるんだって」

「風かぜやかみなりの音おとだろ。びくびくしてるから、なんでも化ばけ物ものの声こえに聞きこえちゃうんだ」

「そうかなあ……」

「決きまってるさ。だって、このプププランドに、そんな巨きょ大だいな怪かい物ぶつがいるはずないじゃないか。そんなのがいたら、とっくに大おおさわぎになってるよ」

「それもそうか」

　キャピィが、うなずいた時ときだった。

　雲くも一ひとつなくなった青あお空ぞらに、小ちいさなしみのような黒くろい影かげがあらわれた。

「……ん？」

　ふたりが目めを見み開ひらいて見み守まもるうちに、その小ちいさな影かげは、どんどん大おおきくなった。

「お、おい。たいへんだ！」

「なんだ、あれは……！」

「宇う宙ちゅう船せんみたいだぞ！　南みなみの草そう原げんのほうだ！」

「行いってみよう！」
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　二人ふたりはガバっと起おき上あがり、南みなみへと走はしり出だした。




　見み渡わたすかぎり緑みどりが広ひろがる、プププランドの大だい草そう原げんに、小こ型がたの宇う宙ちゅう船せんが舞まい降おりてきた。

　最さい新しん型がたで、外がい装そうはピカピカの金きん色いろ。しかも、ゴテゴテした飾かざりがいくつも取とりつけられていて、とても目め立だつ。

　宇う宙ちゅう船せんは、草くさをなぎ倒たおして着ちゃく陸りくした。

　ハッチが開ひらき、まるまるとした人ひと影かげが出でてきた。

　ぽっちゃりした顔かおに、大おおきなサングラスをかけている。身みにつけた服ふくは、宇う宙ちゅう船せんと同おなじくらいピカピカで、ゴテゴテしていた。

「ここがプププランドかい。なるほど、うわさどおりのイナカだぜ」

　男おとこはサングラスをはずし、数すう歩ほ歩あるいて、まわりを見み回まわした。

「なんにもないじゃないか。コンビニも、カフェも、映えい画が館かんも。たいくつなところだぜ……」

　男おとこは、いまいましそうに顔かおをしかめて、サングラスをかけ直なおした。

「ああ、早はやく都と会かいに帰かえりたい。一秒びょうでも早はやく、アレを見みつけ出ださなきゃ……」

　そのとき、近ちかくの草くさむらで、ガサッと音おとがした。

　男おとこは、おどろいて顔かおを向むけた。

　草くさをかき分わけてあらわれたのは、急いそいで駆かけつけたキャピィとウォーキーだった。

　二人ふたりは、宇う宙ちゅう船せんと男おとこに気きづくと、びっくりして足あしを止とめた。

「なんだ、おまえは？」

　口くちを開ひらいたのは、キャピィ。

　男おとこは、気き分ぶんを悪わるくして、二人ふたりをにらんだ。

「なんだとは、なんだ。このボクに向むかって、失しつ礼れいな」

「なんだとは、なんだとは、なんだ！　あやしいヤツめ」

　二人ふたりは、男おとこを警けい戒かいしながら言いった。

「空そらから何なにかが落おちてきたから、ようすを見みに来きてみれば……」

「何なに者ものだ？　名な前まえを名な乗のれよ」

　きびしく問といつめられて、男おとこはますますムッとした。

　が、ここでケンカになっては、まずい。そう思おもい直なおして、おとなしく答こたえた。

「ボクの名な前まえはキザリオ。有ゆう名めいな、テレビ・プロデューサーさ」

「……テレビ？」

「プロデューサーだって？」

　キャピィとウォーキーは、顔かおを見み合あわせた。

　キザリオは、かっこをつけて髪かみをかき上あげ、二人ふたりに近ちかづいて名めい刺しを渡わたした。

　キャピィが、名めい刺しに書かかれた文も字じを読よみ上あげた。

「コメットテレビ……？　聞きいたことがあるような、ないような……」

「あ、オレ、知しってるぞ！」

　ウォーキーが声こえを上あげた。

「人にん気き番ばん組ぐみをたくさん放ほう送そうしてるテレビ局きょくだ。歌うた番ばん組ぐみとか、アニメとか……」

「そのとおり。全ぜん宇う宙ちゅうにネットワークをもつテレビ局きょくさ。そして、うちの局きょくで特とくに人にん気きがある番ばん組ぐみは、全ぜん部ぶボクが担たん当とうしてるんだ」

「えー!?　すごいですね！」

　ウォーキーは、たちまち、態たい度どをあらためた。
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　キャピィのほうは、まだ警けい戒かいをとかない。じろじろとキザリオを見みて、たずねた。

「テレビ・プロデューサーが、プププランドに何なんの用ようだ？　旅りょ行こうにでも来きたのか？」

「ちがうちがう。ボクは、旅りょ行こうなんかするほどヒマじゃないぜ。もちろん、仕し事ごとで来きたのさ」

「プププランドで、仕し事ごと……？」

「下した見みってやつさ。今こん度ど、プププランドを舞ぶ台たいにしたテレビ番ばん組ぐみを作つくるつもりでね」

「え!?」

　これには、二人ふたりとも、びっくり。

　キザリオは、「フフッ」と笑わらって続つづけた。

「撮さつ影えいにふさわしい場ば所しょを探さがすために、下した見みに来きたというわけなんだ。なかなか美うつくしい星ほしじゃないか、気きに入いったよ」

「プププランドで……テレビ番ばん組ぐみを……！」

　ウォーキーは、声こえをうわずらせた。

　キャピィが、あわててウォーキーに言いった。

「興こう奮ふんするなよ、ウォーキー。おまえが興こう奮ふんして大おお声ごえを出だしたら、たいへんなことになっちゃうからな」

「わかってるって。……キザリオさん、すばらしい計けい画かくですね。オレたち、もちろん協きょう力りょくしますよ」

　ウォーキーは、はりきってキザリオに向むき直なおった。

「オレ、声こえにはちょっと自じ信しんがあるんです。テレビ向むきだと思おもうんです。そのぅ……よければ、オレを出しゅつ演えんさせて……」

「もちろん、この星ほしの住じゅう民みんには協きょう力りょくをお願ねがいするつもりだ。住じゅう民みんの助たすけがなければ、良よい番ばん組ぐみは作つくれないからな」

「ですよね！」

「できるだけ多おおくの住じゅう民みんの力ちからをかしてほしいんだ。キミたち、さっそくだが、プププランドのみんなに知しらせてくれるかな？」

「もちろんです！　まかせてください！」

　ウォーキーは大おお張はり切きり。くるっと向むきを変かえて、走はしり出だした。

　キャピィが、あわてて追おいかける。

「おーい、待まてよ、ウォーキー！」

「急いそげ急いそげ！　こんな大だいニュース、めったにないぞ。早はやくみんなに知しらせなくちゃ！」

「だいじょうぶかな？　あのキザリオってやつ、なんとなく、うさんくさいよ。信しん用ようしてもいいのかな……？」

「だいじょうぶに決きまってる！　なんたって、あのコメットテレビのプロデューサーなんだからな！」




　……さて、二人ふたりが去さった後あと。

　キザリオは、ほくそえんで、ひとり言ごとを言いった。

「ははっ、しめしめ。住じゅう民みんを巻まきこむ手て間まが省はぶけたぜ。うまくいきそうだ」

　その声こえは、もちろん、だれの耳みみにも届とどかなかった。




　その翌よく日じつ。

　キザリオはさっそく、デデデ城じょうに招まねかれた。

　広ひろ間まで彼かれをむかえたのは、この城しろの主あるじデデデ大だい王おう。そばには、部ぶ下かのワドルディがひかえている。

「よく来きたな、キザリオよ」

　デデデ大だい王おうは、イスにふんぞり返かえってキザリオを見みた。

　キザリオのほうも、負まけずにソファにふんぞり返かえって、デデデ大だい王おうを見み返かえしている。

　デデデ大だい王おうは、上じょう機き嫌げんだった。

「話はなしはワドルディから聞きいたぞ。もう、プププランドじゅうに、うわさが広ひろまっているようだな」

「そのようだね」

「このプププランドでテレビ番ばん組ぐみを作つくろうとは──いいところに目めをつけた！」

　デデデ大だい王おうは、満まん面めんの笑えみでこぶしをにぎり、自じ分ぶんの胸むねをたたいた。

「なにしろ、プププランドにはオレ様さまがいる！　全ぜん宇う宙ちゅうに放ほう送そうする大たい河がドラマの主しゅ役やくとして、オレ様さま以い上じょうにふさわしいスーパースターはいないからな！」

「……なに？　大たい河がドラマ……？」

「おう。心しん配ぱいいらんぞ、ストーリーはオレ様さまが考かんがえてやるからな」

　大だい王おうは、うっとりして目めを閉とじた。

「オレ様さまのはなばなしい活かつ躍やくをえがく『デデデ大だい王おう戦せん記き』はどうだ？　オレ様さまが、宇う宙ちゅう最さい強きょうの力ちからで敵てきをバタバタなぎ倒たおす、痛つう快かいなアクションドラマだ！」

「あ……あくしょん……？」

「いや、しかし、戦たたかう場ば面めんが多おおすぎると女じょ性せいファンにウケないな……女じょ性せいファンに人にん気きが出でそうなのは、やっぱり、ロマンスだ！　『愛あいとかなしみのデデデ大だい王おう』はどうだ？　オレ様さまと、宇う宙ちゅう一いちの美び人じん女じょ優ゆうの切せつないラブロマンス！　大だい人にん気きまちがいなし！」

「ろ……ろまんすぅ……？」

「いや、だれもが楽たのしめるドラマといったら、やはり推すい理りドラマかな。オレ様さまがバツグンの推すい理り力りょくでなぞを解かい決けつしていく『名めい探たん偵ていデデデ大だい王おう』はどうだろう？　毎まい回かい、豪ごう華か俳はい優ゆうをゲストにして……」

「待まってくれ、デデデ大だい王おうくん」

　大だい王おうの言こと葉ばに圧あっ倒とうされていたキザリオだが、ようやく、さえぎった。

「ボクが企き画かくしてるのは、ドラマなんかじゃないんだ」

「なに？」

「ボクは、もっとユニークな番ばん組ぐみを作つくりたくて……」

　その時ときだった。

　廊ろう下かのほうから、大おおきな声こえと足あし音おとが近ちかづいてきた。

「やっほ──！　デデデ大だい王おう、聞きいた!?　大だいニュースだよー！」

　広ひろ間まに飛とびこんできたのは、カービィだった。

　カービィはぴょんぴょん飛とびはねながら、早はや口くちでまくしたてた。

「プププランドでテレビ番ばん組ぐみを作つくるんだって！　全ぜん宇う宙ちゅうに放ほう送そうされるんだってー！」

「うむ、今いま、その話はなしをしていたところだ」

「どんな番ばん組ぐみだろう!?　ぼく、グルメ番ばん組ぐみがいいと思おもう！　もちろん、ぼくが主しゅ役やくだよー！」

「フン。きさまが主しゅ役やくなんて……」

　せせら笑わらったデデデ大だい王おうだが、カービィはぜんぜん聞きいていない。うっとりと目めをかがやかせて、しゃべり続つづけた。

「プププランドのおいしいお店みせを、全ぜん宇う宙ちゅうに紹しょう介かいするんだ！　こうやってマイクをにぎって……えー、今日きょうはコックカワサキのレストランから生なま中ちゅう継けいです！　おいしそうなにおいがしています！　さあ、今日きょうのランチメニューは何なんでしょう!?」

「カ、カービィ……あの……」

　ワドルディが止とめようとしたが、カービィは夢む中ちゅうだった。マイクを持もった（つもりの）手てをにぎりしめ、ペラペラと続つづけた。

「なんと、きょうのメニューは、牛ぎゅう肉にくぶた肉にくとり肉にく全ぜん部ぶ入いり野や菜さいも大おお盛もりカレー☆福ふく神じん漬づけモリモリスペシャル！　おいしそうです！」

「カービィ……あの……」

「では、さっそく一ひと口くち食たべてみましょう！　ん～、さいこ～！　おかわり、おかわり～！　さあ、カレーの後あとはお待まちかねのデザートを……」

「うるさいわーい！　だまれ、腹はらがへる！」

　デデデ大だい王おうが大おお声ごえでどなりつけて、やっとカービィをだまらせた。

　よだれをたらしそうになっていたカービィは、いいところでじゃまをされてムッとした。

「もう……うるさいのはそっちだよ、デデデ大だい王おう。せっかく、これからデザートってところだったのに！　今日きょうのデザートは、アイスクリームたっぷりのせ特とく製せいマンゴープリンだったのにー！」

「おまえの妄もう想そうには、付つき合あいきれんわい。プププランドで作つくるテレビ番ばん組ぐみは、グルメ番ばん組ぐみなんかじゃないぞ。オレ様さまが主しゅ役やくの大たい河がドラマ……だが……うーむ……」

　デデデ大だい王おうは、ふと考かんがえなおした。

「いや、グルメもいいな。よし、オレ様さま主しゅ役やくの大たい河がグルメドラマにしよう。オレ様さまが毎まい回かい、最さい高こうの料りょう理りを食たべまくって事じ件けんを解かい決けつする、痛つう快かいグルメ・アクション・ロマンス・ミステリーだ！　タイトルは……『デデデ大だい王おう・愛あいの食たべ歩あるき戦せん記きのなぞ』……！」

「ちょっと、ちょっと、待まってくれよ」

　あっけにとられていたキザリオが、ようやく口くちをはさんだ。

「勝かっ手てに話はなしを進すすめないでくれ！　ボクが作つくりたいのは、ドラマでもグルメ番ばん組ぐみでもないんだ。話はなしを聞ききたまえ」

「……なに？」

　デデデ大だい王おうは、「おまえ、まだいたのか」という顔かおになった。

　カービィも、目めをぱちくりさせて、キザリオを見みた。

「だれ……？」

　キザリオは髪かみをフサッとかき上あげ、かっこをつけて名な乗のった。

「ボクは、あのコメットテレビの超ちょう有ゆう名めいプロデューサー、キザリオさ！」

「ぷろ……じゅーさ……って？」

「ま、かんたんに言いえば、テレビ番ばん組ぐみの責せき任にん者しゃってことさ。新あたらしい番ばん組ぐみを作つくるために、このプププランドに下した見みに来きたんだ」

　カービィは、興こう奮ふんして飛とび上あがった。

「わあ、よろしく！　ぼく、カービィ！　グルメ番ばん組ぐみなら、まかせて！」
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「いや、だから、ボクが企き画かくしているのはグルメ番ばん組ぐみじゃなくて……だね」

　キザリオはパチンと指ゆびを鳴ならすと、高たからかに叫さけんだ。

「入はいりたまえ、ウォーキーくん！」

　その声こえが消きえないうちに、広ひろ間まの入いり口ぐちにウォーキーがサッと姿すがたをあらわした。

　デデデ大だい王おうは、目めをむいてどなった。

「ウォーキー!?　きさま、オレ様さまのゆるしもなく、このデデデ城じょうに……！」

「すみません、大だい王おう様さま。オレ、キザリオさんの助じょ手しゅになったんで！」

　ウォーキーは広ひろ間まの真まん中なかに進すすみ出でると、のどの調ちょう子しをととのえるように、せきばらいをした。

「コホン……えー、発はっ表ぴょうします。コメットテレビが総そう力りょくをあげてお送おくりする期き待たいの番ばん組ぐみ、そのタイトルは！」

「ちょっと待まて、ウォーキー！」

　デデデ大だい王おうが、あわててクギをさした。

「あまり大おおきな声こえを出だすなよ。きさまが叫さけぶと、だいじなデデデ城じょうの壁かべにヒビが入はいっちゃうからな」

「はい、気きをつけます。新しん番ばん組ぐみのタイトルは……『プププランド☆ときめき☆はちゃめちゃ☆大だいレース』です！」

「……」

　デデデ大だい王おう、カービィ、そしてワドルディ。三人にんの顔かおに、なんとも微び妙みょうな表ひょう情じょうが浮うかんだ。

「大だい……レース……だと？」

「そうです！　このプププランドを舞ぶ台たいにくり広ひろげられる、スリル満まん点てんの大だいレース！　それを、スタートからゴールまで密みっ着ちゃく取しゅ材ざいしようというスペシャル番ばん組ぐみなのです！　実じっ況きょうはもちろんこのオレ、ウォーキー！」

「……えー……？」

　ウォーキーの張はり切きりっぷりとは反はん対たいに、カービィはがっかりした。

「レースぅ……？　そんなの、ちっともおもしろくないよ。おいしそうじゃないし……」

「それはちがうぞ、カービィくん」

　キザリオが、指ゆびを立たてて振ふった。

「レースといっても、ただのレースじゃない。途と中ちゅうにさまざまなチャレンジを盛もりこんだ、ハラハラ・ドキドキのレースなんだ」

「……ふぅん……」

「その中なかには、もちろん、グルメ・チャレンジもある！」

　グルメと聞きいて、カービィはパッと顔かおを上あげた。もちろん、つまらなそうに目めを伏ふせていたデデデ大だい王おうも。

　キザリオは、自じ信しんたっぷりに続つづけた。

「出しゅつ場じょう者しゃには、さまざまな試し練れんがあたえられる。たとえば、大おお食ぐいチャレンジとか、のどじまんチャレンジとかね。もちろん、スリルたっぷりの乗のり物ものも用よう意いする。すべてのステージをクリアし、もっとも早はやくゴールに到とう達たつしたものが優ゆう勝しょうするんだ。まさに、夢ゆめの大だいレースだ！」

「大おお食ぐいチャレンジもあるの!?」

　カービィは飛とび上あがり、興こう奮ふんのあまり、空くう中ちゅうで一回かい転てんした。

「それなら、ぜったいに負まけないよ！　ぼくが優ゆう勝しょうだ！」

「いや、オレ様さまだ！　プププランド一いちの大おお食ぐい王おうといえば、このデデデ大だい王おう様さまに決きまっている！」

　にらみ合あうカービィとデデデ大だい王おうを見みて、キザリオはニヤリと笑わらった。

「優ゆう勝しょう者しゃには、豪ごう華か賞しょう品ひんを用よう意いするよ。優ゆう勝しょうめざして、がんばってくれたまえ」

「豪ごう華か賞しょう品ひんって、何なに!?」

「カレーライス一年ねん分ぶんか!?　それとも、ラーメン一年ねん分ぶんか!?」

　デデデ大だい王おうは、舌したなめずりをした。

「言いっておくが、オレ様さまは他ほかの連れん中ちゅうの十倍ばいは食くうからな。オレ様さまの一年ねん分ぶんは、ふつうの十倍ばい、つまり十年ねん分ぶんという意い味みだからな！」

「ぼくは、みんなの百倍ばい食たべる！　だから、ぼくの一年ねん分ぶんは、百年ねん分ぶんだよ！」
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「なにを!?　じゃあ、オレ様さまの一年ねん分ぶんは二百年ねん分ぶんだわい！」

「じゃあ、ぼくの一年ねん分ぶんは三百年ねん……！」

「もういい！　わかったから！」

　キザリオは手てを振ふって、二人ふたりを黙だまらせた。

「なんでも好すきなものを、好すきなだけ用よう意いしてやる。だからキミたち、本ほん気きでがんばってくれよ。番ばん組ぐみの成せい功こうは、レース出しゅつ場じょう者しゃの意い気きごみにかかっているんだからな」

「おお！」

　デデデ大だい王おうは目めをかがやかせた。もちろん、カービィも。

「見みていろ、オレ様さまが、番ばん組ぐみを盛もり上あげてやるわい！」

「ぼくも、がんばる！　ぜったい優ゆう勝しょうするよ～！」

「ああ。期き待たいしているよ」

　キザリオは、満まん足ぞくそうに目めを細ほそめた。




　キザリオが、ウォーキーとともに城しろを去さった後あと。

　ワドルディが、心しん配ぱいそうに言いった。

「大だい王おうさま。だいじょうぶでしょうか、今いまの話はなし……」

「む？　なんだ、ワドルディ。きさま、まさか……」

　デデデ大だい王おうは、けわしい目めでワドルディをにらんだ。

「オレ様さまがカービィに負まけるとでも思おもっているのか!?　それでもオレ様さまの部ぶ下かか！」

「ち、ちがいます。そういう意い味みじゃなくて……」

「え？　じゃあ、ワドルディはぼくが負まけると思おもってるの!?」

　カービィも、ワドルディをにらんだ。

　二人ふたりにはさまれて、ワドルディはおろおろしながら言いった。

「勝かち負まけのことじゃなくて、あのキザリオさんって人ひと、なんとなく信しん用ようできない気きがして……」

「なんだと。どういうことだ」

「優ゆう勝しょうの賞しょう品ひんが、なんでも好すきなものを好すきなだけなんて、気き前まえが良よすぎます。あやしいです……」

　これを聞きいて、デデデ大だい王おうとカービィは、同どう時じに笑わらい出だした。

「わははは！　おまえはおくびょう者ものだから、すぐにビクビクするんだわい」

「そうだよ、ワドルディ。ぼくは、キザリオさんっていい人ひとだと思おもう！」

「そうだそうだ。気き前まえのいいヤツに、悪わる者ものはおらんわい！」

　デデデ大だい王おうとカービィは、口くちをそろえた。

　それでもまだ、ワドルディの顔かおは晴はれない。

「そうかなあ……だいじょうぶかなあ……」

　心しん配ぱいそうにつぶやいたワドルディに、デデデ大だい王おうが命めいじた。

「レースには、おまえも出しゅつ場じょうするんだぞ、ワドルディ」

「……え!?　ぼく!?」

　思おもいもかけない命めい令れいに、ワドルディはあわてふためいた。

「む、むりです。ぼくは足あしもおそいし、大おお食ぐいでもないし……」

「ばかもん、だれもおまえに期き待たいなんぞしとらんわい。ただ、レースの規き模ぼは大おおきいほうがいい。参さん加か者しゃは、一人ひとりでも多おおいほうがいいのだ。オレ様さまの活かつ躍やくが目め立だつからな！」

「ぼく……でも……レースなんて……」

　うろたえるワドルディに、カービィが言いった。

「いっしょにがんばろうよ、ワドルディ！　優ゆう勝しょうめざして、明日あしたから特とっ訓くんだー！」

「特とっ訓くん～!?」

「おー！」

　カービィは、ワドルディの悲ひ鳴めいになど耳みみもかさず、元げん気きに片かた手てを突つき上あげた。
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　大だい宇う宙ちゅうを航こう行こうする、戦せん艦かんハルバード。

　その中ちゅう央おうラウンジで、メタナイトは優ゆう雅がなお茶ちゃの時じ間かんを楽たのしんでいた。

　そこへ、この戦せん艦かんの責せき任にん者しゃ、バル艦かん長ちょうがやってきた。

「メタナイト様さま。プププランドから通つう信しんが入はいっておりますぞ」

「……プププランドだって？」

　メタナイトは、そっぽを向むいて言いった。

「私わたしは外がい出しゅつ中ちゅうだと言いってくれたまえ」

「またですか。いつもいつも、居い留る守すばかり……」

「かまうものか。あの連れん中ちゅうのトラブルに巻まきこまれるのは、ごめんこうむる」

「いや、今日きょうの通つう信しんの相あい手ては、カービィでもデデデ大だい王おうでもありません。ウォーキーからです。ほら、あの、声こえの大おおきいやつですぞ」

「……なんだって？」

　メタナイトはティーカップを置おいた。

「それを先さきに言いいたまえ。ウォーキーか……めずらしい相あい手てだな。よろしい、つないでくれ」

「はっ」

　バル艦かん長ちょうは、壁かべ際ぎわのパネルを操そう作さした。

　壁かべの一いち部ぶが巨きょ大だいなスクリーンとなり、ウォーキーの姿すがたを映うつし出だした。

　ウォーキーは、緊きん張ちょうした様よう子すで言いった。

「あ、メタナイト様さま。急きゅうに呼よび出だしてしまって、すみません！」

「かまわないさ。私わたしに何なにか用ようか」

「はい！　今こん度ど開かい催さいされる、『プププランド☆ときめき☆はちゃめちゃ☆大だいレース』の件けんなのですが」

「うん？　なんだって？」

　メタナイトが聞きき返かえすと、ウォーキーはおどろいたように息いきをのんだ。

「ひょっとして、まだご存ぞんじないんですか。失しつ礼れいしました。てっきり、カービィかデデデ大だい王おうが知しらせているものと……」

「彼かれらからの通つう信しんには、かたっぱしから居い留る守すを使つかうことにしているのでな」

「そうでしたか。実じつは、このたび、プププランドを舞ぶ台たいにしたテレビ番ばん組ぐみが作つくられることになったんです。その内ない容ようは……」

　ウォーキーは熱ねつをこめて説せつ明めいした。メタナイトは、興きょう味みなさそうにお茶ちゃを飲のみながら聞きいていた。

「……というわけなんです。おもしろそうでしょ!?」

「さあな」

「プププランドは今いま、この話わ題だいでもちきりなんです。みんな、出しゅつ場じょうする気きまんまんです」

「それがどうかしたのか」

「オレ、大たい役やくをおおせつかったんですよ。レースの実じっ況きょうをするんです」

「ほう」

「それだけじゃありません。番ばん組ぐみのプロデューサーが、もしも高こう視し聴ちょう率りつをとれれば、オレを正せい式しきにアナウンサーにしてくれるっていうんです。あのコメットテレビのアナウンサーになれるんですよ！」

「……なるほど」

「オレ、ずっとあこがれてたんです、アナウンサー。全ぜん宇う宙ちゅうにオレの声こえをひびかせられるなんて、最さい高こうですよ～」

「……それで？」

　話はなしが長ながいので、メタナイトはだんだんイライラしてきた。

「用よう件けんは何なんなんだ？　さっさと言いってくれないか」

「あ、すみません。オレ、ぜったいに番ばん組ぐみを成せい功こうさせたいんです。なんたって、オレの夢ゆめがかかってますから！」

「がんばりたまえ」

「いえ、それが……オレ一人ひとりじゃ、自じ信しんないんです。どんなにがんばって宣せん伝でんしても、全ぜん宇う宙ちゅうの注ちゅう目もくを集あつめるなんてむりだと思おもうんです」

「……ふむ？」
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「どうか、力ちからを貸かしてください、メタナイト様さま！」

　言いうが早はやいか、ウォーキーは土ど下げ座ざをした。

　メタナイトは、あっけにとられた。

「なんだって？」

「メタナイト様さまは、宇う宙ちゅう一いちのヒーローで、人にん気きバツグン。だれもが名な前まえを知しっている、大だいスターです」

「待まちたまえ。私わたしはそのような者ものでは……」

「そのメタナイト様さまが出しゅつ演えんしてくだされば、すごい話わ題だいになります」

「私わたしは、テレビ番ばん組ぐみなどに興きょう味みは……」

「お願ねがいします！　オレのとなりで、レースの解かい説せつをしてください！　解かい説せつ者しゃ・メタナイト様さまと聞きけば、全ぜん宇う宙ちゅうのみんなが興きょう味みをもつに決きまっています！」

「ことわる」

　メタナイトは、うんざりして言いった。

「私わたしには関かかわりのないことだ。解かい説せつ者しゃが必ひつ要ようなら、別べつの者ものに頼たのむんだな」

「メタナイト様さまより注ちゅう目もくを集あつめられる人ひとなんて、どこにもいません！」

「とにかく、私わたしの知しったことではない。さらばだ」

　メタナイトは通つう信しんを切きろうとした──そのとき。

「お待まちください、メタナイト様さま！」

　叫さけび声ごえがひびいた。

　スクリーンからではない。声こえは、メタナイトの背はい後ごから聞きこえた。

　メタナイトはおどろいて振ふり向むいた。

　ずらっと整せい列れつしているのは、アックスナイト、トライデントナイト、ジャベリンナイト、メイスナイト……すなわち、この戦せん艦かんハルバードの戦せん闘とう員いん、〈メタナイツ〉の面めん々めんだった。

　すぐれた剣けん術じゅつをもつソードナイトやブレイドナイトにくらべると、戦せん闘とう力りょくは少すこし落おちるものの、メタナイトへの忠ちゅう誠せい心しんはけっして負まけていない。信しん頼らいできる部ぶ下かたちだ。

「どうかしたのか、おまえたち」

　めんくらったメタナイトに、メタナイツたちは口くち々ぐちに言いった。

「どうか、ウォーキーの願ねがいをかなえてやってください！」

「夢ゆめを踏ふみにじるなんて、メタナイト様さまらしくないダス！」

「レースの解かい説せつ者しゃになってください、メタナイト様さま！」

　メタナイツたちは、いっせいにメタナイトに詰つめよった。

　さすがのメタナイトも、いつにない部ぶ下かたちの迫はく力りょくに、たじたじとなった。

「どうしたのだ、おまえたち。ウォーキーに頼たのまれたのか？」

「そうじゃありません！　オレたちは純じゅん粋すいに、レースの成せい功こうを願ねがっていて……」

「ガハハハッ！」

　大おおきな笑わらい声ごえでさえぎったのは、バル艦かん長ちょうだった。

「にぶいですぞ、メタナイト様さま。そいつらは、みんな、レースに出しゅつ場じょうする気きなのです」

「……なんだと？」

　メタナイトは、部ぶ下かたちを見み回まわした。メタナイツたちは、はずかしそうにモジモジしながらも、正しょう直じきに白はく状じょうした。

「実じつは、そうなんです。『参さん加か者しゃ募ぼ集しゅう』のチラシを見みて、つい……」

「オレ、前まえから一いち度ど、テレビに出でてみたかったし……」

「豪ごう華か賞しょう品ひんが出でるっていうし……」

「オレが映うつったら、故こ郷きょうのかあさんがよろこぶダス！」

「おまえたち……」

　メタナイトは大おおきなため息いきをついた。

　メタナイツたちは、必ひっ死しに言いいはった。

「せっかく出しゅつ場じょうするんだから、番ばん組ぐみを成せい功こうさせたいんです」

「だれも見みてくれなかったら、さびしいダス」

「お願ねがいします、メタナイト様さま！」
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　こうなっては、ことわれない。メタナイトは、時ときには非ひ情じょうなことも辞じさないクールな剣けん士しだが、意い外がいに部ぶ下か思おもいなのだ。

「……しかたあるまい」

　しぶしぶながら、メタナイトはうなずいた。

　スクリーンの中なかで土ど下げ座ざを続つづけていたウォーキーが、パッと起おき上あがった。

「引ひき受うけてくれるんですね……あ、あ……！」

　感かんきわまって、今いまにも泣なき出だしそうなウォーキーを見みて、バル艦かん長ちょうが顔かお色いろを変かえた。

「む、いかん！　みんな、下さがって！　危き険けんですぞ！」

　バル艦かん長ちょうはパネルに飛とびついて、通つう信しん装そう置ちのスイッチを切きろうとしたが、一いっ瞬しゅんおそかった。

「うわああああああありがどうござびばずぅぅぅぅ──！」

　ウォーキーの破は壊かい的てきな絶ぜっ叫きょうがひびきわたると同どう時じに、戦せん艦かんハルバードの通つう信しんスクリーンは、こなごなに砕くだけ散ちってしまった。




　その翌よく日じつ。

　メタナイトは、さっそくプププランドをおとずれた。

　とりあえず、デデデ城じょうにでも立たちよって、くわしい情じょう報ほうを聞きこうと考かんがえたメタナイトだが、城しろに向むかう途と中ちゅうで大おおきな声こえが聞きこえてきた。

「えっほ！　えっほ！　がんばって、ワドルディ！」

「カ……カービィ……ぼく、もうダメ……」

　カービィとワドルディの声こえだ。道みちのはずれの、木き々ぎの向むこうから聞きこえてくる。

　メタナイトは、そちらに足あしを向むけてみた。

　メタナイトの目めに映うつったのは、なんとも、おかしな光こう景けいだった。

　カービィとワドルディが、からだにロープを巻まきつけて、重おもそうな古ふるタイヤを引ひきずっている。

　カービィは見みかけによらない怪かい力りきだから、軽かる々がると引ひっぱっているが、ワドルディのほうは、そうはいかない。大おおつぶの汗あせを浮うかべ、顔かおをまっかにしているのに、タイヤは一ミリも動うごいていなかった。

　カービィが、メタナイトに気きづいて駆かけよってきた。

「あ、メタナイトだー！　どうしたの？　メタナイトもレースに出でるの？」

「いや……君きみたち、何なにをしているんだ？」

「見みてのとおり！　からだを、きたえてるんだよ」

「レースのために？」

「もちろんだよ！　ぼくら、優ゆう勝しょうをねらってるんだ」

　張はり切きっているカービィとは反はん対たいに、ワドルディはヘトヘトだった。

「ぼくは……優ゆう勝しょうどころか……ゴールにたどりつけるかどうか……」

「がんばって、ワドルディ！　あと、ダッシュ百本ぽん、いくよー！」

「む……むりぃ……！」

　すっかりへこたれているワドルディを見みて、メタナイトは仮か面めんの下したでほほえんだ。

　二人ふたりのじゃまをしないよう、静しずかにその場ばをはなれようとした時ときだった。

　ふと、視し線せんを感かんじたような気きがして、メタナイトはハッとした。

（……だれだ？）

　さりげなく、周しゅう囲いをうかがってみる。

　少すこしはなれた木き々ぎのかげに、身みをひそめている者ものがいた。

　黒くろずくめの服ふくに身みをつつんだ、小こがらな人ひと影かげだ。うまく隠かくれているが、メタナイトの目めはあざむけない。

（プププランドの住じゅう民みんではないな。何なに者ものだ？）

　なぞの人じん物ぶつは、ふっと姿すがたを消けしてしまった。

　メタナイトは、すばやく追おいかけた。

　だが、たちまち見み失うしなってしまった。あとには、何なんの手てがかりも残のこされていない。

　メタナイトの追つい跡せきをかわして、煙けむりのように消きえてしまうとは……。

（ただ者ものではない）

　メタナイトは考かんがえこんだ。

（何なにを探さぐっていた？　関かかわりたくはないが、気きにかかるな……）




　メタナイトはデデデ城じょうにやってきた。

　廊ろう下かを進すすむ途と中ちゅうで、早はやくも、デデデ大だい王おうのドラ声ごえが聞きこえてきた。

「さあ、遠えん慮りょはいらんぞ。どんどん食たべるがいい。ケーキもフルーツも、山やまほどあるぞ！　飲のみ物ものはどうだ？　もっと飲のめ、飲のめ！」

　どうやら、先せん客きゃくがいるらしい。しかも、パーティの真まっ最さい中ちゅうのようだ。

　メタナイトは、かまわずに広ひろ間まに入はいっていった。

　デデデ大だい王おうは、愛あい用ようのイスにふんぞり返かえって、上じょう機き嫌げんだった。テーブルの上うえは、大おお皿ざらに盛もられた食たべ物もので、あふれんばかり。

　来らい客きゃく用ようのソファにすわっているのは、見みなれない若わか者ものだった。ゴテゴテとかざり立たてた、はでな服ふくに身みをつつんでいる。

「いや、もう、おなかがいっぱいだよ、デデデ大だい王おうくん。食たべ物ものは、もういい」

「そうか？　では、そろそろ大だい事じな話はなしをするか。今こん度どのレースのことなんだがな、オレ様さまが優ゆう勝しょうできるように、ちょこちょこっと細さい工くを……」

　メタナイトは、軽かるくせきばらいをした。

　デデデ大だい王おうはパッと振ふり向むいて、イスから飛とび上あがった。

「メタナイト!?　き、きさま、いつからそこに!?　だまって入はいってくるとは、無ぶ礼れいなやつ！」

「案あん内ない役やくのワドルディがいなかったのでね。勝かっ手てに入はいらせてもらった」

「オ、オレ様さまは、やましいことなんてしてないぞ！　テレビのプロデューサーをもてなして、優ゆう勝しょうさせてもらおうなんてことは、これっぽっちも……！」

　デデデ大だい王おうは、まっかになって、こぶしを振ふり回まわした。

　大だい王おうの不ふ正せいな作さく戦せんは明あきらかだが、メタナイトは取とり合あわなかった。レースの行ゆく方えなんて、メタナイトにとってはどうでもいい。

「なるほど、君きみがテレビ・プロデューサーか」

　メタナイトが言いうと、はでな服ふく装そうの若わか者ものは、フサッと髪かみをかき上あげた。

「ボクは、有ゆう名めいプロデューサーのキザリオさ。キミも、レースに参さん加かしたいのかい？」

「いや。私わたしはただ、レースの解かい説せつをたのまれただけだ」

「……解かい説せつ？」

　キザリオの顔かおから、にやけた笑わらいが消きえた。

「なんのことだ？　ボクは、解かい説せつなんて、たのんでないぞ」

「ウォーキーからたのまれたのだ。気きは進すすまないが、しかたない」

「な……ちょっと待まて。解かい説せつなんて、いらな……」

「ほほう、きさまが解かい説せつ者しゃか。おもしろい！」

　デデデ大だい王おうが、キザリオの言こと葉ばをさえぎって、身みを乗のり出だした。

「オレ様さまの大だい活かつ躍やくを、しっかり解かい説せつするんだぞ！　オレ様さまの魅み力りょくを、全ぜん宇う宙ちゅうにいるオレ様さまのファンに伝つたえろ！」

「待まってくれ。解かい説せつなんて、番ばん組ぐみの予よ定ていには……」

　食くってかかったキザリオだが、デデデ大だい王おうはまったく聞きいていない。大おおきな手てを振ふって彼かれをだまらせ、上じょう機き嫌げんで言いった。

「紹しょう介かいしておこう。こいつはメタナイトといって、オレ様さまの部ぶ下かみたいなもんだ」

「……だれが部ぶ下かだ」

「こんなヤツだが、なかなかのキレ者ものだ。オレ様さまには遠とおくおよばんが、それなりに人にん気きもあるらしい。こいつが解かい説せつを引ひき受うけたとなれば、全ぜん宇う宙ちゅうの話わ題だいになるぞ！」

「わ……話わ題だい……？」
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　キザリオの顔かおが、ますます引ひきつった。

「こ、困こまるよ、話わ題だいなんて！　ボクの計けい画かくが……！」

「……なに？」

「い、いやぁ、なんでもないよ！」

　キザリオは、作つくり笑わらいを浮うかべた。しかし、声こえがうわずっている。

　どう見みても、あやしい。だが、メタナイトは何なにくわぬ顔かおで言いった。

「ところで、スタッフは何なん人にんぐらい来きているのだ？」

「え？　スタッフ？」

「テレビ番ばん組ぐみを作つくるには、おおぜいのスタッフが必ひつ要ようだろう。いま、プププランドには何なん人にんぐらいのスタッフがいるんだ？」

「スタッフなんていないさ……ボク一人ひとりだよ」

「一人ひとり？　一人ひとりで番ばん組ぐみを作つくる気きか？」

　メタナイトが、仮か面めんの奥おくからじっと見みつめると、キザリオはそわそわして答こたえた。

「今いまのところはまだ、下した見みだからね。ボク一人ひとりで十じゅう分ぶんなのさ。もちろん、本ほん当とうの撮さつ影えいの時ときは、おおぜいのスタッフが来くるよ！」

「なるほど……それでは、さっき見みかけた人じん物ぶつはテレビのスタッフではないのか」

　メタナイトはひとり言ごとのように言いって、キザリオの表ひょう情じょうをうかがった。

　キザリオはビクビクしながら、たずねた。

「さっき見みかけた……って？」

「不ふ審しんな人じん物ぶつがいたんだ。全ぜん身しん、黒くろずくめで、何なにかを探さぐっているようだった。てっきり、テレビのスタッフだと思おもったのだが、ちがったようだな」

「く……黒くろずくめ……!?」

　キザリオはすくみ上あがった。すかさず、メタナイトはたずねた。

「心こころ当あたりがあるのか？」

「ま、まさか！　知しらないよ、そんなヤツ！」

　キザリオはごまかし笑わらいをして、立たち上あがった。

「おっと、長なが居いをしすぎちゃったな。ボクはいそがしいんでね、そろそろ帰かえるよ。グッバイ、キミたち」

「……ふむ」

　メタナイトは、早はや足あしで出でていこうとするキザリオの背せに向むけて、言いった。

「やるからには全ぜん力りょくをつくす、それが私わたしの流りゅう儀ぎだ。この番ばん組ぐみ、必かならず成せい功こうさせるぞ」

　キザリオは振ふり返かえった。顔かお色いろがひどく悪わるくなっている。

　メタナイトは、念ねんを押おすようにつけ加くわえた。

「もちろん、全ぜん宇う宙ちゅうに向むけて放ほう送そうするのだろうな？　なるべく多おおくの人ひとに見みてもらいたいものだ」

「う、うん、もちろんだよ、メタナイトくん。いい番ばん組ぐみになることを願ねがってるよ」

　そして、キザリオは逃にげるように走はしり去さってしまった。




　キザリオが出でていった後あと、デデデ大だい王おうがたずねた。

「黒くろずくめの人じん物ぶつというのは、何なに者ものだ？」

「さあ……よくわからない。キザリオは何なにか知しっている様よう子すだったな」

　メタナイトは考かんがえこんだ。

「デデデ大だい王おう、この話はなし、どうもあやしいぞ。あいつ、本ほん当とうにテレビのプロデューサーなのか？」

「うむ、もちろんだ」

「証しょう拠こは？」

「証しょう拠こなんて！　本ほん人にんがそう言いってるんだから、まちがいないわい」

　大おおいばりで言いわれて、メタナイトは小ちいさくため息いきをついた。デデデ大だい王おうは、ずるがしこいくせに、だまされやすい。

「気きにかかるな……あいつがやろうとしているのは、ただの番ばん組ぐみ作づくりじゃなさそうだ」

「む？　どういう意い味みだ？」

「まだ、わからない。しかし、この話はなしにはぜったい何なにかウラがあるぞ……」

　メタナイトはひとり言ごとのようにつぶやいて、デデデ大だい王おうに背せを向むけた。




　さて、いっぽう──。

　デデデ城じょうを飛とび出だしたキザリオは、山やま道みちを下おりながらブツブツぼやいていた。

「黒くろずくめの不ふ審しんな人じん物ぶつ、だって！　弱よわったぞ。まさか、クーロンがこんなに早はやくプププランドにあらわれるなんて！」

　彼かれはフサフサの髪かみをかき回まわし、うめき声ごえを上あげた。

「先さきをこされたら、たいへんだ。ぜったいに、クーロンより先さきにアレを見みつけなくちゃ！　それにしても、あのメタナイトってヤツ、よけいなことを……」

　キザリオは舌した打うちをした。

「プププランドの連れん中ちゅうは単たん純じゅんだから、かんたんに手て玉だまに取とれると思おもったんだがなあ……メタナイトのヤツだけは、どうやらキレ者ものらしい。今いまさら、テレビの話はなしは全ぜん部ぶウソだなんて言いえなくなっちまった……ああ、弱よわった弱よわった……」
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　数すう日じつ後ごの朝あさ、テレビ・スタッフと撮さつ影えい機き材ざいをのせた宇う宙ちゅう船せんがプププランドに到とう着ちゃくした。

　カービィやワドルディら、プププランドの住じゅう民みんたちは、宇う宙ちゅう船せんを遠とお巻まきにして見み守まもっていた。

　バーニンレオが、興こう奮ふんして叫さけんだ。

「うぉー、ワクワクしてきた！　オレ、ぜったい優ゆう勝しょうしてやるからな！」

　それをきっかけに、住じゅう民みんたちがさわぎ出だした。

「ぼく、負まけないよー！」

「オイラ、テレビに映うつるなんて初はじめてだ。緊きん張ちょうしちゃう！」

「レースの前まえに、理り髪はつ店てんに行いこうっと！」

　宇う宙ちゅう船せんからぞろぞろと降おりてきたスタッフは、全ぜん員いん、「コメットテレビ」という文も字じの入はいったおそろいのシャツを着きている。

　キザリオが、両りょう手てを広ひろげて彼かれらに駆かけよった。

「やあ、よく来きてくれたね、優ゆう秀しゅうなスタッフ諸しょ君くん！」

「キザリオぼっちゃまぁ……」

　スタッフの一人ひとりが、うんざり顔がおで文もん句くを言いった。

「いったい、どういうことなんです？　いきなりオレたちを呼よびつけるなんて……」

「だまれ！」

　キザリオはあわてて止とめ、小こ声ごえでしかりつけた。

「ここでは、ぼっちゃまなんて言いうな！　キザＰと呼よべ！」

「きざぴー？　なんすか、そりゃ」

「キザリオ・プロデューサーの略りゃくだ。いいな、よけいなことは言いわずに、ボクの言いうことを聞きくんだぞ」

「はいはい。しかし、いいんですか？　勝かっ手てにこんなテレビ番ばん組ぐみを企き画かくしたりして、社しゃ長ちょうに知しれたら……」

「うるさい！　いいんだ、ボクの言いうとおりにしろ！」

　キザリオは、スタッフたちからはなれて、プププランドの住じゅう民みんたちの前まえに進すすみ出でた。

「これから、スタッフたちがレースコースの設せつ営えいを行おこなう。スタートは明日あしたの朝あさだ。集しゅう合ごう場ば所しょは、デデデ山やまのふもとの広ひろ場ば。レース出しゅつ場じょう者しゃは、おくれないように集しゅう合ごうすること！」

　これを聞きいて、プププランドの住じゅう民みんたちは目めをまるくした。

「明日あした？　ずいぶん急きゅうだなあ」

「ぼく、まだトレーニングが終おわってないのに……」

「テレビ番ばん組ぐみって、もっと時じ間かんをかけて準じゅん備びするものじゃないの？」

「うるさい。これがボクのやり方かたなんだ。テレビは、スピードが命いのちだからな！」

　キザリオは、住じゅう民みんたちをにらみつけた。

「くわしいルールは、明日あした、発はっ表ぴょうする。優ゆう勝しょう者しゃには、豪ごう華かな賞しょう品ひんが出でるぞ。諸しょ君くん、がんばってくれたまえ！」

　キザリオの強ごう引いんな態たい度どにカチンときていた住じゅう民みんたちだが、豪ごう華か賞しょう品ひんと聞きけば、じっとしてはいられない。

　たちまち、みんな歓かん声せいを上あげた。

「よぉし、がんばるぞ！」

「賞しょう品ひんはもらったー！」

「参さん加か賞しょうもあるといいなあ……」

　キザリオは、大おおさわぎの住じゅう民みんたちに背せを向むけ、ふたたびスタッフたちの元もとに駆かけ戻もどった。

　スタッフたちは、カメラやマイクなどの機き材ざいを運はこび出だしている。彼かれらに向むけて、キザリオは小こ声ごえで命めいじた。

「コースは、プププランドじゅうを駆かけめぐるように設せっ定ていするんだぞ。すみからすみまで、見み落おとしのないように！」

「ぼっちゃ……じゃなくて、キザＰ。プププランドって、めちゃくちゃ広ひろいんですよ。ろくに下した調しらべもしないで、レースを開かい催さいするなんて、むちゃ……」

「むちゃでもいいんだ！　ボクの言いうとおりにしろ！」

　キザリオは、また、かんしゃくを起おこした。

　スタッフたちは、キザリオの気きまぐれとかんしゃくには、なれている。みんな、ため息いきをついて、それぞれの持もち場ばについた。




　翌よく朝あさ──。

　デデデ山やまのふもとの広ひろ場ばに、プププランドの住じゅう民みんたちが顔かおをそろえた。

　住じゅう民みんたちを取とり巻まくように、テレビカメラが何なん台だいも設せっ置ちされ、スタッフがスタンバイしている。住じゅう民みんたちはみんな、カメラを意い識しきして、大おお張はり切きりだった。

　バーニンレオは、ポッポッと火ひの玉たまをはき出だして、準じゅん備び体たい操そうをしている。キャピィは、ぼうしをはずして、ピカピカにみがいている。カプセルＪジェイ２ツーは、カメラの前まえを行いったり来きたりして、目め立だとうとしている。

　そこへ、ウォーキーの声こえがひびきわたった。

「おはようございます！　いよいよ、お待まちかねの特とく別べつ番ばん組ぐみ『プププランド☆ときめき☆はちゃめちゃ☆大だいレース』の始はじまりで～す！　実じっ況きょうはオレ……じゃなくてワタクシ、ウォーキー！　解かい説せつは、全ぜん宇う宙ちゅうのあこがれ、ナンバーワンヒーロー、メタナイトさんです！」

「……よろしく」

　メタナイトは、不ふ服ふくそうな声こえで答こたえた。

「メタナイトさん、さっそくですが、本ほん日じつのレースの見みどころを教おしえてください」

「ふむ……私わたしにはよくわからない。みんな、がんばってほしい」

「優ゆう勝しょうの候こう補ほは、ずばり、だれだと思おもいますか!?」

「さあな。だれでもいい」

「なるほど、ためになる解かい説せつでした！　ありがとうございました！　それでは、レース参さん加か者しゃにインタビューをしてみましょう。まずは……あ、あそこで準じゅん備び体たい操そうをしているカービィ選せん手しゅに話はなしを聞きいてみたいと思おもいます！」

　ウォーキーは、カービィに近ちかづいていった。

「カービィ選せん手しゅ、調ちょう子しはどうですか？　昨日きのうはよく眠ねむれましたか？」

「ううん、ぜんぜん！　興こう奮ふんしちゃって、一秒びょうも眠ねむれなかったんだ」

　カービィは、元げん気きよく答こたえた。ウォーキーは「おお……」と、深しん刻こくそうな声こえを出だした。

「さすがのカービィ選せん手しゅも、レースのプレッシャーに耐たえられなかったのですね。体たい調ちょうが心しん配ぱいです」

「だいじょーぶ！　ぐっすり眠ねむったみたいに、元げん気きだよ！」

「一いっ睡すいもできなかったのに？」

「うん。気きがついたら、いつもみたいに布ふ団とんをけとばしてるし、枕まくらも投なげ飛とばしてるし、目め覚ざまし時ど計けいもこわれてた。ふしぎだね。そんなことをした覚おぼえ、ぜんぜんないのに！」

「なんと、ふしぎですね。どういうことでしょう、解かい説せつのメタナイトさん？」

「……それはたぶん、ぜんぜん眠ねむれないという夢ゆめを見みていただけだろう」
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「なるほど！　メタナイトさんのするどい分ぶん析せきでした。さて、次つぎはだれに話はなしを……」

　ウォーキーがきょろきょろと見み回まわしているところへ、近ちかづいてきた影かげがある。

　デデデ大だい王おうだった。愛あい用ようのハンマーを片かた手てに、堂どう々どうとしている。いつもより肌はだがピカピカしているのは、おそらく、昨日きのうたっぷりお風ふ呂ろでみがいたのだろう。

「何なにをしてる、ウォーキー。オレ様さまに話はなしを聞きかなきゃ始はじまらんだろう」

「あ……えっと……そうですね。デデデ大だい王おう選せん手しゅ、調ちょう子しはいかがですか？」

「いいに決きまっとる！　オレ様さまの辞じ書しょに、絶ぜっ好こう調ちょう以い外がいの言こと葉ばはないわい！」

「それは……不ふ良りょう品ひんの辞じ書しょなのでは……いえ、なんでもありません。デデデ大だい王おう選せん手しゅ、今日きょうのレースのいちばんの強きょう敵てきは、ずばり、だれですか？」

「フン。オレ様さまに、敵てきなどおらん。みんな、ザコばかりでつまらんわい」

「すごい自じ信しんですね。さすがはデデデ大だい王おう選せん手しゅ……」

「待まて。デデデ大だい王おうの好すきにはさせん！」

　とつぜん、不ふ敵てきな声こえがひびきわたった。

　ウォーキーはサッと振ふり返かえって、「おお！」と声こえを上あげた。

「これは、おどろきました！　メタナイツのみなさんです！」

　あらわれたのは、アックスナイト、トライデントナイト、ジャベリンナイト、メイスナイト。

　さすがは、メタナイトの部ぶ下かたち。のんきなプププランドの住じゅう民みんたちに比くらべると、圧あっ倒とう的てきに強つよそうで、迫はく力りょくがある。

　デデデ大だい王おうが言いった。

「おまえたちもレースに出でるのか？　さては、テレビに映うつりたいんだな？」

「はっ！　オレたちは、ほこり高たかきメタナイツ。おまえといっしょにするな」

　アックスナイトが、オノをかまえて答こたえた。

「テレビに映うつりたいなんて、これっぽっちも思おもってないさ！　しかし、これもメタナイツとしての大だい事じな務つとめなんだ」

「おまえのようなヤツが、ズルをするかもしれないからな。オレたちは、不ふ正せいをゆるさない。レースが公こう正せいにとり行おこなわれるよう、しっかり見み張はりに来きてやったんだ」

「故こ郷きょうのかあさんに見みてほしいなんて、これっぽっちも思おもってないダス。ただ、メタナイツとしての使し命めいを果はたしにきたダス！」

「見みててください、メタナイト様さま！　オレたち、がんばりますよ！」

　メタナイツたちは、テレビカメラを意い識しきして、ガッツポーズを作つくった。

「……うむ。まあ、精せい一いっ杯ぱいやれ」

　メタナイトはしぶしぶ、部ぶ下かたちを激げき励れいした。

　ウォーキーは、興こう奮ふんのあまり、声こえをふるわせて言いった。

「さすがは、メタナイトさんの部ぶ下かですね！　たのもしい限かぎりです！　さて、スタートの時じ間かんが近ちかづいてきました。ここで、プロデューサーのキザリオさんから、開かい会かいのあいさつをしてもらいましょう！」

　住じゅう民みんたちがワッと声こえを上あげて手てをたたく中なか、キザリオが進すすみ出でた。彼かれもやはり、いつもよりももっとキラキラで、ゴテゴテした服ふくに身みをつつんでいた。

　キザリオは歓かん声せいを受うけて片かた手てを上あげると、気き取どった声こえで言いった。

「レディース・アンド・ジェントルメン！　お待またせしたね。いよいよ、プププランド……えー……なんだっけ……しっちゃかめっちゃか大だいレースの始はじまりだ！」

「『プププランド☆ときめき☆はちゃめちゃ☆大だいレース』です」

　ウォーキーがあわてて訂てい正せいした。キザリオは平へい然ぜんとして、うなずいた。

「そうだっけ。ま、名な前まえなんて、どうでもいいのさ。だいじなのは、レースの中なか身みだ。これから、レースのルールを説せつ明めいする」

　レースの参さん加か者しゃたちは、シーンとなってキザリオの言こと葉ばに耳みみをかたむけた。

「選せん手しゅ諸しょ君くんは、まず、スタッフが用よう意いした迷めい路ろをとおり抜ぬけて、第だい一チェックポイントに向むかってくれ。チェックポイントには、さまざまな乗のり物ものが用よう意いしてある」

「乗のり物もの？　どういう乗のり物ものですか？」

　ウォーキーがたずねると、キザリオはもったいぶって答こたえた。

「わが優ゆう秀しゅうなスタッフが準じゅん備びした、高こう性せい能のうなマシンばかりさ。期き待たいしていてくれ。チェックポイントに到とう着ちゃくした者ものから、早はやい者もの順じゅんで好すきなマシンを選えらぶことができる。マシンの選せん択たくはだいじだから、みんな、がんばってくれ」

　参さん加か者しゃたちは、顔かおを見み合あわせて、ざわめいた。

「乗のり物ものなんて、オレ、操そう縦じゅうしたことないぞ」

「オレもだ。だいじょうぶかな？」

　キザリオは、声こえを張はり上あげて、続つづけた。

「マシンの操そう縦じゅうは、コツさえつかめば、初しょ心しん者しゃでも問もん題だいない。安あん心しんしてくれ。選せん手しゅ諸しょ君くんはマシンに乗のって、いよいよ本ほん格かく的てきなレースに挑いどむんだ。スタッフの指し示じにしたがって、コースを進すすんでくれ。途と中ちゅうには、『恐きょう怖ふの激げき辛からグルメ・チャレンジ』『いやしのミュージック・チャレンジ』『みわくのスイーツ・チャレンジ』……など、さまざまな関かん門もんが用よう意いされている。すべてのチャレンジをクリアしないと、優ゆう勝しょうできないぞ」

　参さん加か者しゃたちは、また、ザワザワ。

「むずかしそうだな」

「ただ走はしればいいんじゃないのか」

「なんだか、めんどくさいなー」

「静しずかに！　すべてのチャレンジをクリアした勇ゆう者しゃには、最さい後ごの難なん関かんが待まち受うけている。これが、いちばん重じゅう要ようだ」

「最さい後ごの難なん関かんって、何なんですか？」

「それは、後あとのお楽たのしみに取とっておこう。キミたちが最さい終しゅうポイントにたどりついたとき、教おしえてあげるよ」

「えー？　もったいぶらないで、教おしえてよ！」

　カービィがせがんだが、キザリオは含ふくみ笑わらいをして、首くびを振ふった。

「クライマックスは、最さい後ごまで取とっておくものさ。レースが盛もり上あがることまちがいなしの仕し掛かけだから、楽たのしみにしていてくれ」

「……ふーん？」

「そうそう、それと、もう一つ、だいじなことがある」

　キザリオは、参さん加か者しゃたちの顔かおを見み回まわした。

「諸しょ君くん、レースの途と中ちゅうで、何なにかおかしなことに気きがついたら、すぐに近ちかくのスタッフに知しらせてくれ」

「おかしなことって？」

「それは、まあ、いろいろ……大おおきな物もの音おとが聞きこえたとか、地じ響ひびきを感かんじたとか……なんでもいいから、何なにかあったらスタッフに知しらせること。レースを無ぶ事じに進すすめるための注ちゅう意いだ」

　キザリオは、それ以い上じょういろいろ聞きかれるのをさけるように、声こえを大おおきくした。

「では、いよいよ始はじめるぞ。健けん闘とうを祈いのる。選せん手しゅ諸しょ君くん、位い置ちについて！」

　みんな、あたふたとスタートラインに立たった。

　キザリオは大おおきなクラッカーを取とり出だすと、はなばなしく宣せん言げんした。

「それでは、用よう意い……スタート！」

　キザリオがクラッカーを鳴ならすと同どう時じに、参さん加か者しゃたちはいっせいにスタートを切きった。

「うぉぉぉー！」

「どけどけー！　オレ様さまが一位いだわい！」

「負まけないぞー！」
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　みんな、張はり切きって大おお声ごえを上あげている。

　ウォーキーが、実じっ況きょう用ようの小こ型がた飛ひ行こうマシンに飛とび乗のり、選せん手しゅたちを追おいかけた。メタナイトも、ウォーキーのとなりに軽かろやかに乗のりこんだ。

「さあ、いよいよ始はじまりました、『プププランド☆ときめき☆はちゃめちゃ☆大だいレース』！　実じっ況きょうはウォーキー、解かい説せつはメタナイトさんでお送おくりします！」

「……うむ」

「さっそく、最さい初しょの関かん門もん、巨きょ大だい迷めい路ろが見みえてきました！　選せん手しゅたちが次つぎ々つぎに迷めい路ろに突とつ入にゅうしていきます！　おっと、ここで先せん頭とうに立たったのはカービィ選せん手しゅ！　さすがのスピードで、迷めい路ろにいちばん乗のりです！」

「ぼくの勝かちだよ～！」

　勢いきおいこんで迷めい路ろに駆かけこんだカービィだが、すぐに、足あしが止とまってしまった。

　スピードとパワーはだれにも負まけないけれど、複ふく雑ざつな迷めい路ろとなると、話はなしがちがう。

　なにしろ、迷めい路ろは白しろい壁かべや鏡かがみやガラスの壁かべで作つくられていて、目め印じるしになるものがまったくないのだ。カービィは、たちまち迷まい子ごになってしまった。

　進すすんでも、進すすんでも、出で口ぐちが見みえない。それどころか、自じ分ぶんがどちらに向むかって進すすんでいるのかもわからなくなってきた。

「あれー？　ここ、さっきもとおったっけ……？」

　きょろきょろとあたりを見み回まわしているうちに、次つぎ々つぎに選せん手しゅたちが飛とびこんでくる。けれど、みんな鏡かがみやガラスの迷めい路ろにまどわされ、右う往おう左さ往おうした。

　どこからか、ワドルディの叫さけび声ごえが聞きこえてきた。

「カービィ！　どこー？」

「あ、ワドルディ！　ぼく、ここだよー！」

　壁かべをつたいながら、声こえのするほうへ進すすんでみると、遠とおくにワドルディの姿すがたが見みえた。

「いたいた、ワドルディ～！」

「カービィ！」

　二人ふたりは両りょう手てを広ひろげ、歓かん声せいを上あげて駆かけよろうとしたが──。

　間あいだをへだてているガラスの壁かべに気きがつかなかった。

　二人ふたりそろって、全ぜん速そく力りょくでガラスの壁かべに激げき突とつ。同どう時じにひっくり返かえり、目めを回まわしてしまった。

　ガラスの壁かべに悪あく戦せん苦く闘とうしているのは、カービィとワドルディだけではない。あっちでもこっちでも、壁かべや鏡かがみにぶつかってひっくり返かえる者ものが続ぞく出しゅつしている。

「痛いたーい！」

「こんなところに透とう明めいな壁かべが……！　くそー！」

　迷めい路ろは、悲ひ鳴めいのうず。

　まっさきにかんしゃくを起おこしたのは、もちろん、デデデ大だい王おうだった。

「ええい、うっとうしい！　オレ様さまの行ゆく手てをふさぐとは、なまいきな壁かべだわい！」

　デデデ大だい王おうはハンマーを振ふり上あげると、目めの前まえに立たちふさがっているガラスの壁かべを一いち撃げきで破は壊かいした。

「ハハハ！　これで、ゴールまで一いっ直ちょく線せんだわい！」

　デデデ大だい王おうはノシノシと歩あるいていき、行ゆく手てをふさぐ壁かべや鏡かがみをかたっぱしから打うちこわしていった。

　大おおよろこびしたのは、選せん手しゅたち。

「おお！　さすがデデデ大だい王おう様さま！」

「これで、迷めい路ろも怖こわくないぞ！」

　実じっ況きょう用ようマシンに乗のりこんで、迷めい路ろを見み下おろしていたウォーキーが、うめき声ごえをもらした。

「なんということでしょう！　これでは、迷めい路ろの意い味みがありません。デデデ大だい王おう選せん手しゅは、反はん則そくで失しっ格かくではないでしょうか、解かい説せつのメタナイトさん？」

「いや、迷めい路ろを破は壊かいしてはいけないというルールはない。どんな手しゅ段だんを使つかっても、ゴールにたどりつけば良よいのだ」

「そうでしょうか……あの、先さきほど、メタナイツのみなさんが、不ふ正せいをゆるさないとか言いっていましたが……」

　ウォーキーは、じとっとした目めでメタナイツたちを見みた。

　メタナイツたちは、デデデ大だい王おうを取とり囲かこんで、大おおはしゃぎしている。

「いいぞ、デデデ大だい王おう！　こっちの壁かべもこわせ！」

「そのハンマー、たまには役やくに立たつダス～！」

「手て伝つだうぞ！　オレのオノを受うけてみろ！」
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　それぞれ、武ぶ器きをかまえ、手て当あたりしだいに壁かべを破は壊かいする始し末まつ。

　メタナイトが言いった。

「くり返かえして言いうが、迷めい路ろを破は壊かいしてはいけないというルールはない。よって、私わたしの部ぶ下かたちはまちがっていないのだ」

「なるほど……それなら問もん題だいありません。さあ、迷めい路ろの終しゅう点てんが見みえてきました！」

　こわされつくした壁かべの向むこうに、明あかるい光ひかりがさしている。

　デデデ大だい王おうを先せん頭とうに、選せん手しゅたちはそちらに向むかって突とっ進しんした。

「キャホホー！　オレ様さまが優ゆう勝しょうだわい！」

「いや、ここはまだ第だい一チェックポイントにすぎないぞ」

「本ほん当とうの戦たたかいは、これからだ～！」




　さて、そのころ、ごくごく平へい凡ぼんなとある惑わく星せいの、ごくごく平へい凡ぼんなとある家か庭ていでは──。

「パパー。おもしろそうなテレビ番ばん組ぐみやってるよ」

　小ちいさな男おとこの子こが、父ちち親おやに話はなしかけていた。

　ゴルフのクラブをみがいていた父ちち親おやは、興きょう味みなさそうに言いった。

「テレビなんて見みてないで、宿しゅく題だいをしなさい」

「宿しゅく題だいは、後あとでやるよ。それより、この番ばん組ぐみ、おもしろそうなんだ。プププランドで、レースをするんだって」

「テレビなんかより、宿しゅく題だいを……」

「プププランドの住じゅう民みんが勢せいぞろい！　解かい説せつはあのメタナイト様さま！　だって！」

「……なんだって？　メタナイト？」

　父ちち親おやは、ゴルフクラブを置おいて、顔かおを上あげた。

「めずらしいなあ。メタナイトは全ぜん宇う宙ちゅうに知しれ渡わたった剣けん士しだが、目め立だつことが嫌きらいで、あまり人ひと前まえに出でたがらないと聞きいたんだが。まさか、テレビ出しゅつ演えんなんて」

　父ちち親おやは新しん聞ぶんをガサゴソと開ひらいて、首くびをひねった。

「あれ……？　そんな番ばん組ぐみ、のってないなあ。特とく別べつ臨りん時じ番ばん組ぐみなのかな？」

「もう放ほう送そうが始はじまってるよ。おもしろいよ。いっしょに見みようよ！」

「うん。あのメタナイトが出でるなら、見みる価か値ちがありそうだな」

　父ちち親おやと息むす子こは、ならんでテレビの前まえに座すわった。




　この家か庭ていだけではない。

　全ぜん宇う宙ちゅうの家いえで似にたような会かい話わがかわされ、コメットテレビの特とく別べつ番ばん組ぐみに注ちゅう目もくが集あつまっていた。




　迷めい路ろを抜ぬけた選せん手しゅたちは、小こ高だかい丘おかの上うえにやってきた。

　ここに、最さい新しん型がたのマシンが何なん台だいも並ならべられている。テレビ・スタッフが説せつ明めいした。

「これらは、エアライドマシンと呼よばれる、レース用ようの超ちょう高こう性せい能のうマシンです。選せん手しゅのみなさんは、一台だいずつ、好すきなマシンを選えらんでください」

　どのエアライドマシンも手て入いれが行いきとどき、まばゆいばかりに輝かがやいていた。

　バーニンレオやキャピィ、ミスター・フロスティにカプセルＪジェイ２ツーら、選せん手しゅたちの目めも輝かがやいた。

「うわあっ、みんなかっこいいなあ。迷まよっちゃうぜ！」

「どれにしようかなあ……」

　迷まよう選せん手しゅたちをどなりつけたのは、デデデ大だい王おうだった。

「待まて待まて、おまえら！　迷めい路ろをいちばんに抜ぬけたのは、このオレ様さまだ。オレ様さまがいちばんに選えらぶ権けん利りがある！」

　デデデ大だい王おうはハンマーを振ふり回まわして他ほかの選せん手しゅたちをしりぞけ、マシンをながめながら、ゆうゆうと歩あるき回まわった。

「フン……まあまあだな。オレ様さまにふさわしいエアライドマシンは、なかなかないわい……」

　大だい王おうは、一台だいのマシンの前まえで足あしを止とめた。

　他ほかのマシンにくらべて、ひときわ大おおきく、堂どう々どうとしている。レックスウィリーという、バイク型がたのマシンだった。

　大だい王おうは、ひと目めで心こころをうばわれたらしい。しかし、みえっぱりなので素す直なおな感かん想そうを口くちにせず、もったいをつけた。

「フム……これがいいかな。オレ様さまにふさわしいとは言いえないが、他ほかのにくらべたら、マシだわい！」

　大だい王おうがバイクにまたがったとたんに、バイクは勝かっ手てに走はしり出だした。

「わ、わ、わ!?　まだ、オレ様さま、何なにもしてないぞ～！」
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　デデデ大だい王おうは悲ひ鳴めいを上あげたが、バイクは止とまらない。

　猛もうスピードで、丘おかを駆かけ下おりていってしまった。

　テレビのスタッフが説せつ明めいした。

「初しょ心しん者しゃでも乗のれるように、ここにあるエアライドマシンは全ぜん部ぶ、またがっただけで走はしり出だす仕し組くみになってます。みなさんは、ハンドル操そう作さに集しゅう中ちゅうできます」

「だ、だいじょうぶかな……？」

　選せん手しゅたちは、みんな、おっかなびっくり。

　でも、ここで、ためらってはいられない。それぞれ、お気きに入いりのマシンを選えらび出だした。

「オレ、これにするぜ！　速はやそうで、かっこいいからな！」

　バーニンレオが選えらんだマシンを見みて、ウォーキーが言いった。

「手て元もとの資し料りょうによりますと、バーニンレオ選せん手しゅが選えらんだのは……えーと……フォーミュラスター！　スピードはトップクラス、超ちょう高こう性せい能のうなマシンです！」

「ははは！　やっぱりな！　オレ様さまにふさわしいぜ～！」

　バーニンレオがまたがると同どう時じに、フォーミュラスターはうなりを上あげて丘おかを駆かけ下おりていった。

　ウォーキーがどなった。

「でも、扱あつかいがむずかしいらしいです。カーブは苦にが手てなので、曲まがるときは十じゅう分ぶん、気きをつけてー！」

「の、の、乗のる前まえに言いってくれー！」
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　バーニンレオの悲ひ鳴めいが小ちいさく聞きこえた。

　フォーミュラスターは曲まがり切きれず、大たい木ぼくにぶつかってひっくり返かえった。

　見み守まもっていた選せん手しゅたちは、すっかりおじけづいてしまった。

「オ、オレ、もっと操そう縦じゅうしやすいマシンがいいな……」

「オレは、これにしよっと！」

　キャピィが飛とび乗のったのは、銀ぎん色いろに輝かがやく美うつくしいマシン。

　ウォーキーが説せつ明めいした。

「キャピィ選せん手しゅが選えらんだのはジェットスター。地ち上じょうではあまり速はやくありませんが、空くう中ちゅうでの加か速そくがすばらしいマシンです！」

　その言こと葉ばどおり、キャピィを乗のせたジェットスターは、たちまち空そら高たかく舞まい上あがっていった。

「いいなぁ……キャピィのやつ、いいマシンを選えらんだな！」

　選せん手しゅたちは、みんな、うらやましそうに空そらを見み上あげた。

　しかし、空そらから降ふってきたのは、情なさけない悲ひ鳴めいだった。

「や、やめてー！　助たすけてー！　オ、オレ、高こう所しょ恐きょう怖ふ症しょうなんだよー！」
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　みるみるうちに、ジェットスターは小ちいさくなり、雲くものかなたへ消きえていった。

　ウォーキーは実じっ況きょうを続つづけた。

「キャピィ選せん手しゅ、マシン選えらびに重じゅう大だいなミスがあったようです。健けん闘とうを祈いのりましょう。選せん手しゅのみなさん、マシン選えらびは慎しん重ちょうに！」

「オレは、これにする！」

　一台だいのマシンに飛とびついたのは、アックスナイト。

　ウォーキーは、いそがしく資し料りょうをめくった。

「アックスナイト選せん手しゅが選えらんだのは、デビルスター！　攻こう撃げき力りょくが高たかく、他ほかのマシンを破は壊かいするのが得とく意いワザという、おそろしいマシンです。さすがはアックスナイト選せん手しゅ、攻こう撃げき的てきな戦せん法ぽうです！」

　アックスナイトは、ニコニコしながらデビルスターに乗のりこんだ。

「このマシン、形かたちがメタナイト様さまのマントにちょっと似にてて、かっこいいもんな～」
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「あ、待まつダス、アックスナイト！　ぬけがけは、ゆるさないダス！」

「オレも、そのマシンがいい！」

「オレも乗のせろ～！」

　メイスナイト、ジャベリンナイト、それにトライデントナイトが同どう時じに飛とび乗のった。

　デビルスターは、ゆっくり動うごき出だした。

　アックスナイトは、文もん句くを言いった。

「おまえら、降おりろ。これは、一人ひとり乗のりだ」

「オレもこれがいいんだ。おまえが降おりろ！」

「なんだと！　早はやい者もの勝がちだ！」

　争あらそうメタナイツたちを乗のせて、デビルスターは丘おかを下おりていく。爽そう快かいな走はしりとはほど遠とおく、プスプスとあやしげな音おとを立たてながら。

　ウォーキーが言いった。

「どうやら重じゅう量りょうオーバーのようです。メタナイツのみなさんは、はたして無ぶ事じにゴールにたどりつけるのでしょうか？」

　それから、選せん手しゅたちは次つぎ々つぎにマシンを選えらんで乗のりこみ、丘おかを下くだっていった。

　マシンはいずれも高こう性せい能のうだが、くせのあるものばかり。あちこちから、選せん手しゅたちの悲ひ鳴めいが聞きこえてくる。

「さあ、盛もり上あがってまいりました。栄えい冠かんは、だれの手てに？……おや、おくれてきた選せん手しゅがいます。あれは……なんと、カービィ選せん手しゅ！　優ゆう勝しょう候こう補ほの一人ひとりだったカービィ選せん手しゅ、まさかの出でおくれです！」

　カービィは、よろよろしながらチェックポイントにたどりついた。背せ中なかに、ワドルディをおんぶしている。

　二人ふたりは、迷めい路ろのガラスの壁かべに激げき突とつして、しばらく目めを回まわしていた。カービィはなんとか正しょう気きに返かえったが、ワドルディはまだバテバテ。しかたなく、カービィがせおってきたというわけだった。

「残のこっているマシンは二台だいです。カービィ選せん手しゅ、どちらを選えらぶでしょうか？」

「うーん……」

　カービィはワドルディを地じ面めんに下おろして、ならんでいるマシンを見み比くらべた。

　一つは、星ほしのかたちをした、かわいらしいマシン。もう一つは、小こ型がたのスクーター型がたマシンだった。

「ぼく、こっちにする」

　カービィが選えらんだのは、星ほしのかたちのほう。

　ウォーキーが言いった。

「カービィ選せん手しゅが選えらんだのは、エアライドマシンのワープスター。うーん……これといって特とく徴ちょうのない、ふつうのマシンです。見みかけがあまり速はやそうじゃないので、だれも選えらばなかったんですね」

　カービィは、ワープスターに乗のりこむ前まえに、ワドルディに声こえをかけた。

「ワドルディ……ねえ、だいじょうぶ？」

　ワドルディは、ぐったりと目めを閉とじたまま、答こたえた。

「う……ん……カービィ、先さきに行いって。ぼく、後あとから追おいつくから」

「ほんと……？　じゃあ、行いくけど……ごめんね、ワドルディ」

「ううん！　ここまで、おんぶしてくれて、ありがとう」

　カービィは、心しん配ぱいそうにワドルディを振ふり返かえりながら、ワープスターに飛とび乗のった。

　黄き色いろい星ほしのかたちをしたワープスターは、ふんわりと浮うき上あがると、ゆっくり動うごき出だした。

　ウォーキーが言いった。

「やっぱり、加か速そく性せい能のうはあまり良よくないようですねえ。カービィ選せん手しゅ、マシン選えらびで、出でおくれてしまいました」

「いや、そうでもないぞ。よく見みてみろ」

　メタナイトが指し摘てきした。

　ワープスターは、カービィを乗のせたとたん、神しん秘ぴ的てきな光ひかりを放はなち始はじめた。

「おや？　ワープスターが光ひかり出だしましたね？　これは、どういうことでしょうか、解かい説せつのメタナイトさん」

「マシンと乗のり手てには、相あい性しょうというものがある。どんなにすぐれたマシンでも、相あい性しょうの悪わるい乗のり手てでは、乗のりこなせない。ワープスターは、カービィと相あい性しょうが良よいのだろうな」

「なるほど！　では、カービィ選せん手しゅは、自じ分ぶんにぴったりのマシンを引ひき当あてたというわけですね！」

　カービィを乗のせたワープスターは、丘おかを下くだりながら、少すこしずつ加か速そくしていく。

　行ゆく手てをふさぐ大たい木ぼくも、大おお岩いわも、なんのその。カービィは、ワープスターと一いっ体たいになったかのように、軽かる々がるとかわしてスピードを上あげていった。
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　ウォーキーは興こう奮ふんして叫さけんだ。

「すばらしい操そう縦じゅうテクニック！　カービィ選せん手しゅ、スタートの出でおくれを一いっ気きに取とり戻もどしました！　カービィ選せん手しゅの大だい逆ぎゃく転てんに期き待たいが高たかまります！」

　ウォーキーとメタナイトは、小こ型がた飛ひ行こうマシンを再さい発はっ進しんさせ、カービィの後あとを追おっていった。

　静しずかになった丘おかの上うえに、キザリオが姿すがたをあらわした。

　彼かれは双そう眼がん鏡きょうを手てにして、選せん手しゅたちの行ゆく方えを見み守まもると、小ちいさな声こえでひとり言ごとを言いった。

「ここまでは、成せい功こう……と。次つぎは、アレを早はやく見みつけ出だして始し末まつしなくちゃ……クーロンより早はやく……」

「キザリオぼっちゃま」

　スタッフの一人ひとりが、近ちかづいてきた。

　キザリオは振ふり返かえり、不ふ機き嫌げんそうに言いった。

「キザＰって呼よべって言いってるだろう！　ボクはプロデューサーなんだからな！」

「はあ、すみません。今いま、本ほん部ぶから連れん絡らくが入はいったんですが」

「なんだ？」

「この番ばん組ぐみの視し聴ちょう率りつが、急きゅう上じょう昇しょうしてるそうですよ」

「ほんとうか!?」

　キザリオの顔かおが明あかるくなった。

「はい。やっぱり、メタナイトさんの出しゅつ演えんが話わ題だいになってるようで。無む理りに臨りん時じ番ばん組ぐみをねじこんじゃったんで、ヒヤヒヤしましたけど……この調ちょう子しなら、社しゃ長ちょうにしかられなくてすみそうですよ」

「しかられるどころか！　みんながボクを見み直なおすぞ！」

「これまで、ボロクソに言いわれっぱなしでしたもんねえ。やっと、ぼっちゃまにも運うんが向むいてきましたね」

「運うんじゃない。これがボクのほんとうの実じつ力りょくなんだ！」

　キザリオは、晴はれ晴ばれとした顔かおで言いった。

「よーし、きっと、何なにもかもうまくいく。みんな、ボクに続つづけー！」

　キザリオはスタッフ用ようのマシンに飛とび乗のり、丘おかをすべり下おりて行いった。カメラやマイクなど、撮さつ影えい機き材ざいを運はこぶマシンが、キザリオの後あとに続つづいた。

　後あとに残のこされたのは……ワドルディ、たった一人ひとり。

　ワドルディはようやく元げん気きを取とり戻もどし、むっくりと起おき上あがった。

「あーあ……みんな、行いっちゃった……」

　ワドルディは心こころ細ぼそくなり、一台だいだけポツンと取とり残のこされているマシンに、とぼとぼと近ちかづいていった。

　緑みどり色いろをした小こ型がたのマシン、ウィリースクーターだった。どう見みても遅おそそうなので、だれからも選えらばれなかったマシンだ。

「ぼくには、これがちょうどいいや。あぶなくないように、ゆっくり行いこうっと……」

　ワドルディがまたがってみると、ウィリースクーターはコトコトと走はしり出だした。

　スピードは、ぜんぜん出でない。ワドルディは安あん心しんした。

「これなら、怖こわくない。カービィや大だい王おう様さまには追おいつけないけど、しょうがないや」
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　コトコトコト……と、のどかな音おとをひびかせながら、ワドルディを乗のせたウィリースクーターは丘おかをゆっくり下くだっていった。
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「キャホホーイ！　オレ様さまがいちばんだわーい！」

　快かい調ちょうにレックスウィリーを飛とばしているのは、デデデ大だい王おう。

　最さい初しょは操そう縦じゅうに手てこずったものの、すぐにコツを飲のみこんで、じょうずにあやつれるようになった。大おおきな岩いわも水みずたまりも、ひとっとび。

　追おいついたウォーキーが、力ちからをこめて実じっ況きょうした。

「さすがはデデデ大だい王おう選せん手しゅ！　他たをよせつけない強つよさです！　他ほかの選せん手しゅを引ひきはなして、第だい二チェックポイントに向むかいます……おっと！　ここで追おいついてきた選せん手しゅがいます！　思おもわぬ伏ふく兵へい……ミスター・フロスティ選せん手しゅだー！」

　ウォーキーは、あわただしく資し料りょうをめくった。

「ミスター・フロスティ選せん手しゅが乗のっているマシンは、スリックスター！　とても軽かるく、自じ由ゆうな動うごきが特とく徴ちょうです！　いかがでしょうか、解かい説せつのメタナイトさん？」

「ミスター・フロスティとは、相あい性しょうがいいようだな。相あい性しょうのいいマシンを選えらんだ選せん手しゅは、レースを有ゆう利りに進すすめられるのだ」

「なるほど！　あ、追おいつかれそうになったデデデ大だい王おう選せん手しゅ、ハンマーを振ふり上あげました！　これは、ひきょう！　ひきょうな攻こう撃げきです！」

　デデデ大だい王おうは、振ふり向むきざま、ミスター・フロスティめがけてハンマーを振ふり下おろした。

　ミスター・フロスティはスリックスターをあやつって、軽かる々がると攻こう撃げきをかわしている。
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「おお、みごとにかわしました！　車しゃ体たいが軽かるいスリックスターならではの動うごき！」

「やられっぱなしでは終おわるまい。見みろ、ミスター・フロスティが反はん撃げきに出でるぞ！」

　早はやくも、ミスター・フロスティは攻こう撃げき態たい勢せいをととのえていた。

　マシンから身みを乗のり出だして、叫さけぶ。

「デデデ大だい王おうとはいえ、手てかげんはしないぞ！　いざ真しん剣けん勝しょう負ぶ！」

　ミスター・フロスティは、氷こおりのかたまりを投なげつけた。

　デデデ大だい王おうは、かわしそこねてスリップ。あやうく転ころびそうになり、ギリギリでレックスウィリーを立たて直なおした。

「やったな！　ミスター・フロスティ、ゆるさんわい～！」

「真しん剣けん勝しょう負ぶだぞ～！」

　ミスター・フロスティは、氷こおりのブロックを投なげまくる。デデデ大だい王おうは、ハンマーを振ふり回まわす。二人ふたりとも、コースをそれて乱らん闘とうになった。

　ウォーキーの実じっ況きょうも、ますます盛もり上あがる。

「これはたいへん！　第だい二チェックポイント目もく前ぜんで、場じょう外がい乱らん闘とうになってしまいました！　その間あいだに、他ほかのマシンが次つぎ々つぎに通つう過かしていきます！　バーニンレオ選せん手しゅ、ポピーブラザーズＪｒジュニア．選せん手しゅ、コックカワサキ選せん手しゅ！　あ、仲なか間ま割われをしていたメタナイツチームも、なんとか追おいつきました！　そして、ついに、カービィ選せん手しゅも追おいついたー！」

　選せん手しゅたちはひとかたまりになって、第だい二チェックポイントになだれこんだ。

　スタンバイしていたテレビ・スタッフが、メガホンをかまえて、告つげた。

「ここは第だい二チェックポイント、『恐きょう怖ふの激げき辛からグルメ・チャレンジ』です！　選せん手しゅのみなさんはマシンから降おりてください。ここに用よう意いされた激げき辛から料りょう理りを完かん食しょくしなければ、このポイントは通つう過かできません！」

　まっさきにマシンから飛とび降おりたのは、カービィだった。

　もう、ガラスの壁かべに激げき突とつしたダメージはぜんぜん残のこっていない。元げん気きいっぱいに叫さけんだ。

「グルメ・チャレンジならまかせて！　ぼくなら、なんでも一ひと口くちで食たべちゃうよ！」

　スタッフがあわてて注ちゅう意いした。

「気きをつけてください。この激げき辛から料りょう理りは、ほんとうに辛からいんですから！　ゆっくり食たべないと、からだに悪わるいですよ！」

「へーき、へーき！」

　選せん手しゅたちの前まえに、大おおきなどんぶりに盛もられた激げき辛から料りょう理りが運はこばれてきた。

　肉にくも野や菜さいも、激げき辛からスパイスをまぶされ、炎ほのおのような真しん紅くにそまっている。見みるからに、まがまがしい料りょう理りだった。

　選せん手しゅたちは、ひと目め見みて、おののいた。

「これ……食たべられるのか？」

「おいおい……こんなまっかな料りょう理り、見みたことないぞ……」

「舌したが焼やけてしまいそうだな……」

　みんな、しりごみしている。

　でも、カービィだけは、少すこしもひるまなかった。

「おいしそう～！　いただきまーす！」

　大おおきな口くちをあけて、どんぶりをかかえると、一いっ気きに口くちの中なかに流ながしこんだ。

「ん～！　おいし～！」

　ニコニコしているカービィを見みて、選せん手しゅたちはホッとした。

「なんだ、見みた目めほど辛からくはないんだな」

「心しん配ぱいすることなかったダス」

「いただきまーす！」

　みんな、カービィのまねをして、どんぶりの中なか身みを一いっ気きに食たべたが──。

　とたんに、つんざくような悲ひ鳴めいのうずとなった。

「んんんんごぁぁぁ──!?　くぁ……くぁ……くぁぁぁっ……！」

「なんだ、これは──！」

「ひぃぃぃぃ！　焼やけるぅぅぅ！」

「みず！　みずぅぅぅ！」

　スタッフが、急いそいで水みずを運はこんでくる。選せん手しゅたちは、うばい合あうようにして水みずを飲のんだ。

　それでも、まだ、口くちの中なかに残のこった刺し激げきは消きえない。中なかには、のたうち回まわって涙なみだを流ながす選せん手しゅもいた。

　メイスナイトが、ぽろぽろ泣なきながら言いった。

「カービィは……なぜ……平へい気きなんダス……？」

「ん？　ぼく？　だって、ちっとも辛からくなかったもん！　もっともっと、おかわ……り……」

　ケロリとして言いいかけたカービィだが、ふいに、その顔かおが引ひきつった。

「んんん──!?　な、な、何なに──!?　あ、あつぅぅぅぅ！　おなかが、あついぃぃぃ！」

　カービィのからだは、みるみるうちにまっかになった。

「だ……だ……だずげでぇぇぇ！」

　カービィはあばれ回まわり、どんぶりをなぎ倒たおし、カメラをけちらして空くう中ちゅうに舞まい上あがった。

　ウォーキーが叫さけんだ。

「どうしたことでしょう！　平へい然ぜんとしていたカービィ選せん手しゅが、急きゅうにあばれ出だしました！　何なにが起おきたのでしょうか、解かい説せつのメタナイトさん？」

「カービィは、なんでも丸まるのみにするからな。辛からさを味あじわうヒマがなかったのだろう。だが、激げき辛から料りょう理りの威い力りょくが、おなかの中なかで爆ばく発はつしたのだ」

「なるほど！　カービィ選せん手しゅ、だいじょうぶでしょうか!?」

「みずぅぅぅ！」

　カービィは、スタッフが運はこんできた水みずをガブガブ飲のんだが、そんなものでは、とうていおさまらない。

「もっと、もっと、おみずぅぅぅぅ！」

「もう、水みずがありません！」

「ああああああん──！」

　そこへ駆かけこんできたのは、デデデ大だい王おうとミスター・フロスティだった。

　二人ふたりとも、乱らん闘とうに夢む中ちゅうで激げき辛からチャレンジのことを忘わすれていたのだが、ようやく思おもい出だして駆かけつけたのだ。

　デデデ大だい王おうが叫さけんだ。

「早はやく激げき辛から料りょう理りを持もってこい！　オレ様さまにかかれば、一ひと口くちでペロリだ！」

「オレだって、負まけないぞ！」

　二人ふたりは同どう時じにどんぶりをかかえ、激げき辛から料りょう理りを一いっ気きに食たべた。

　その効ききめは、てきめん。

「……んんんごぉぉぉぉ!?」

「ぎゃぁぁぁぁぁぁ！　が、が、がるぁぁぁぁぁ！」

　言こと葉ばにならない悲ひ鳴めいを上あげて、ひっくり返かえる。

　のたうち回まわる二人ふたりの前まえに、カービィがよろよろと歩あゆみ出でた。

　ウォーキーが叫さけぶ。

「カービィ選せん手しゅは、辛からさのあまり、意い識しきがもうろうとしています！　何なにをする気きでしょうか!?」

「み……ずぅぅぅ！　お水みず、ちょうだいぃぃぃ！」

　カービィは大おおきく口くちをあけ、思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。

　その真ま正しょう面めんにいたのは、ミスター・フロスティ。

「お……おお!?　や、やめろ、カービィ！　オレは水みずじゃないぞ！」

「おみずぅぅぅぅ！」

　カービィは目めを閉とじ、思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。

「あれぇぇぇ～!?」

　ミスター・フロスティは宙ちゅうを飛とび、カービィに吸すいこまれてしまった。

　ウォーキーは、巻まきこまれないように木きにしがみついて、実じっ況きょうを続つづけている。

「お……おお……なんということでしょう！　カービィ選せん手しゅが、ミスター・フロスティ選せん手しゅを吸すいこんでしまいました！　ライバル選せん手しゅを吸すいこむなんて、これは反はん則そくでは!?」

「いや、ライバルを吸すいこんではいけないというルールはない。これも、戦たたかいのうちだ」

「なるほど！　あっ、ミスター・フロスティを吸すいこんだカービィ選せん手しゅ、アイスのコピー能のう力りょくを発はつ動どうしました！」

　ウォーキーの言いうとおり。

　カービィは、美うつくしい青あおいぼうしをかぶった姿すがたに変へん身しんしていた。

　吸すいこんだ相あい手ての能のう力りょくをコピーできるのが、カービィの力ちから。ミスター・フロスティを吸すいこんだおかげで、アイスのコピー能のう力りょくを使つかえるようになったのだ。

　カービィののどの渇かわきは、ようやくおさまった。そのかわり、がぶ飲のみした水みずで、おなかがいっぱいになっている。

「ぷはぁぁぁぁ！」

　カービィは、大おおきく息いきをついた。

　その息いきは、氷ひょう点てん下かの吹雪ふぶきとなって、まわりの物ものに吹ふきつけられた。
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　ウォーキーが叫さけんだ。

「出でました、カービィ選せん手しゅの『こちこちといき』！　氷こおりの吐と息いきでまわりの物ものをこおらせる、おそるべき大おおわざです！」

　どんぶりも、テーブルも、そのへんに転ころがっている石いしころも、すべて氷こおりのかたまりに変かわった。

　デデデ大だい王おうは、氷こおりに変かわった石いしころを手て当あたりしだいに口くちの中なかに放ほうりこんで、汗あせをぬぐった。

「ふぅぅ……助たすかったわい！　ようやく、舌したのしびれが消きえた！」

　それを聞きいて、のたうち回まわっていた選せん手しゅたちも、次つぎ々つぎに氷こおりにかじりついた。

　みんな、ほっと一ひと息いき。

「良よかったぁ！　やっと、辛からさが消きえた！」

「ようやく、しゃべれるようになったよー！」

「カービィ、感かん謝しゃするぜ！」

　カービィを取とり囲かこんで、選せん手しゅたちはようやくリラックスした。




　その様よう子すを、木きのかげで見み守まもっている者ものがいた。

　プロデューサーのキザリオだ。

　彼かれは、残ざん念ねんそうに舌した打うちをして、つぶやいた。

「ちぇ……みんな、氷こおりで洗あらい流ながしちゃったか。せっかくボクが調ちょう合ごうしたスーパー・スパイスの効こう果かが台だい無なしだ……」

「スーパー・スパイス？　何なんだ、それは？」

　キザリオの背はい後ごで、声こえがした。キザリオはびっくりして飛とび上あがった。

　あわてて、振ふり返かえる。背はい後ごにいたのは、メタナイトだった。

「メ、メタナイト!?　あ、あんた、なぜこんなところに……！」

「こんなところに、いては悪わるいか？」

「解かい説せつ者しゃなんだから、解かい説せつ席せきにいろよ！」

「スーパー・スパイスとは、何なんだ？　あの激げき辛から料りょう理りには、何なにかひみつがあるのか？」

「な、なんでもないさ！　レースを続つづけるぞ！」

　キザリオは逃にげるように、メタナイトからはなれた。

　メタナイトは、キザリオの背せ中なかに、じっと視し線せんを注そそいでいる。

（……やはり、あの男おとこ、何なにかたくらんでいる。このレース、波は乱らんの展てん開かいになりそうだ）




「諸しょ君くん、第だい二チェックポイント通つう過かおめでとう！」

　キザリオは、へたりこんでいる選せん手しゅたちに向むけて、大おお声ごえで言いった。

「のんびり休やすんでいるヒマはないぞ！　レースは続つづいてるんだ。さっそく、第だい三チェックポイントに向むかってくれ！」

「えー……ちょっとぐらい、休やすませろよ」

「今いまの激げき辛から料りょう理りのせいで、体たい力りょくがなくなっちゃったぜ……」

　選せん手しゅたちはブツブツと文もん句くを言いったが、キザリオは強ごう引いんに言いった。

「優ゆう勝しょう賞しょう品ひんがほしくないのか？　何なんでも望のぞみのものがもらえるんだぞ！　ここでリタイアするなら、好すきにしろ！」

「うーん……リタイアは、イヤだなあ……」

「それなら、ただちにマシンに乗のるんだ。さあ、早はやく！」

　選せん手しゅたちは、みんな不ふ満まん顔がおで、マシンに乗のりこんだ。

　ワープスターに飛とび乗のろうとしたカービィに、メタナイトが声こえをかけた。

「カービィ。レースを続つづける前まえに、ミスター・フロスティを元もとに戻もどしてやれ。そのままリタイアでは、気きの毒どくだ」

「あ、そうだった！」

　カービィは空くう中ちゅうでくるんと一回かい転てんした。

　コピー能のう力りょくがはずれ、ミスター・フロスティは元もとの姿すがたに戻もどった。

　ミスター・フロスティは、ぐったりして、その場ばに座すわりこんでしまった。

「ぐぁ……のどが……焼やける……水みずをくれぇ……」

「ごめんね、ミスター・フロスティ。もう、お水みずも氷こおりも残のこってないんだ！」

　カービィは軽かる々がるとワープスターに飛とび乗のり、ぐんぐんスピードを上あげた。




　さて、選せん手しゅたちが第だい二チェックポイントを通つう過かし、ミスター・フロスティも湖みずうみを求もとめてさまよい去さった後あと。

　コトコトコト……と、近ちかづいてきた乗のり物ものがあった。ワドルディを乗のせた、ウィリースクーターだ。

　後あと片かた付づけをしていたテレビ・スタッフが、気きづいて声こえをかけた。

「あれ？　君きみも選せん手しゅかい？　もう、他ほかの選せん手しゅたちはとっくに通つう過かしちゃったよ」

「ぼく、ビリなんです。このチェックポイントでは、何なにをすればいいんですか？」

「激げき辛から料りょう理りを食たべるんだけどね、もう料りょう理りは残のこってないよ」

「え……そんな……じゃあ、失しっ格かくですか？」

　しょんぼりしたワドルディを見みて、スタッフは気きの毒どくそうに言いった。

「かわいそうにな。うーん……スパイスが少すこしだけ残のこってるから、食たべてみるかい？」

「は、はい！」

「どんぶり一いっ杯ぱい食たべなくてはいけないって決きまりは、ないからな。たとえ一ひと粒つぶでもスパイスを食たべれば、合ごう格かくでいいだろ」

　スタッフは、わずかなスパイスを小こ皿ざらにのせ、ワドルディの前まえに置おいた。

　ワドルディは、おそるおそる一ひと粒つぶだけ食たべて、飛とび上あがった。

「からーい！　口くちの中なかがピリピリする！」

「あはは！　他ほかの連れん中ちゅうは、こんなものじゃすまなかったんだぜ」

「でも、なんだか力ちからがわいてきたような気きがします！」

「そうだろうな。なんたって、このスパイスはキザリオぼっちゃま特とく製せいの、スーパー・スパイス……」

「おい、よけいなことを言いうと、しかられるぞ」

　別べつのスタッフが注ちゅう意いした。何なにか言いいかけていたスタッフは、あわてて口くちをおさえた。

「おっと、失しつ言げん、失しつ言げん……今いまのは聞きかなかったことにしてくれよ」

「……？」

　ワドルディはふしぎに思おもったが、スタッフは、そそくさと手てを振ふった。

「さあ、早はやく行いけよ。どんなにがんばっても、他ほかの選せん手しゅには追おいつけないだろうが、あきらめちゃいけないぜ。ゴールすれば、参さん加か賞しょうぐらい出でるかもしれないからな」

「はい。がんばります」

　ワドルディは、ふたたびウィリースクーターにまたがり、コトコトコト……と進すすんでいった。
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　選せん手しゅたちは、抜ぬいたり、抜ぬかされたりしながら、いよいよ第だい三チェックポイントにやってきた。

　場ば所しょは、小こ高だかい丘おかの上うえ。まわりは広ひろ々びろとひらけた草そう原げんで、遠とおくまで見み渡わたすことができる、絶ぜっ好こうのビューポイントだ。

　キザリオが言いった。

「ここでは、『いやしのミュージック・チャレンジ』に挑ちょう戦せんしてもらおう。選せん手しゅ諸しょ君くんは、課か題だい曲きょくを大おお声ごえで歌うたってくれ。いちばん大おおきな声こえをひびかせた選せん手しゅから、順じゅんに通つう過かできる権けん利りを与あたえるぞ」

「歌うたえばいいの？　ぼく、得とく意いだよ！　まかせて！」

　カービィが張はり切きって叫さけんだ。

　デデデ大だい王おうが、カービィを押おしのけて言いった。

「歌うたなら、オレ様さまのほうがじょうずだわい！　聞きけ！」

　今いまにも歌うたい出だそうとする大だい王おうとカービィを、キザリオはあわてて止とめた。

「ちがう、ちがう。ただ歌うたえばいいというわけじゃない。言いっただろう、課か題だい曲きょくを、できるだけ大おおきな声こえで歌うたうんだ。プププランドのすみずみにまでひびくように」

「課か題だい曲きょくって？」

「ボクが、これからお手て本ほんを歌うたう。聞きいててくれ」

　キザリオは歌うたい出だした。選せん手しゅたちは、顔かおを見み合あわせた。

　だれも聞きいたことがない、奇き妙みょうな曲きょくだった。メロディは単たん純じゅんで、神しん秘ぴ的てき。歌か詞しは、意い味みがわからない言こと葉ばばかりで、まるで呪じゅ文もんのようだった。

「……ヘンな歌うた」

　カービィが言いうと、選せん手しゅたちはそろって、うなずいた。

　キザリオは、ムッとして言いい返かえした。

「これが課か題だい曲きょくだ。かんたんだろう？　歌か詞しもメロディも、同おなじことのくり返かえしだから、すぐに覚おぼえられるはずだ」

「そんなヘンな歌うたより、ぼくが作つくった歌うたを聞きいて！」

「だめだ！　この歌うたを歌うたわないと、失しっ格かくだぞ！」

　あまりに横おう暴ぼうなキザリオに、選せん手しゅたちの不ふ満まんはどんどん高たかまってきた。

「ちぇ、なんだよ、あいつ……いばりすぎだ」

「こんなレース、出でるんじゃなかったぜ。激げき辛から料りょう理りは食くわされるし、ヘンな歌うたは歌うたわされるし……」

「もう、リタイアしようかな。賞しょう品ひんなんか、いらないや」

　今いまにも、みんなレースをやめて、帰かえってしまいそうなふんいき。

　あわてたのはウォーキーだった。レースが中ちゅう止しになれば、番ばん組ぐみは大だい失しっ敗ぱい。アナウンサーになるという夢ゆめも、消きえてしまう。

　彼かれは一いっ計けいを案あんじて、叫さけんだ。

「なんということでしょう！　キザリオ・プロデューサーが出だした課か題だい曲きょくは、むずかしすぎたようです。プププランドには、この曲きょくを歌うたいこなせる選せん手しゅが一人ひとりもいないんですねえ！　残ざん念ねんですねえ！」

「なにを！」

　むきになったのは、デデデ大だい王おうだった。

「ちっともむずかしくないわい。かんたんすぎて、つまらんだけだ！」

「おお、さすがはデデデ大だい王おう選せん手しゅ！　自じ信しんがあるようです！　さっそく聞きいてみたいものですね、解かい説せつのメタナイトさん？」

「……べつに」

「メタナイトさんもとくべつに楽たのしみだそうです！　さあ、さっそく歌うたっていただきましょう、デデデ大だい王おう選せん手しゅ！」

「うむ！」

　デデデ大だい王おうは気きを良よくして進すすみ出でると、大おお声ごえで歌うたい出だした。

　たちまち、みんな顔かおをしかめて、耳みみをふさいだ。大だい王おうの歌うたは、課か題だい曲きょくとはぜんぜんちがうし、歌か詞しもでたらめ。ただの騒そう音おんだった。

　さえぎったのは、ジャベリンナイト。

「そうじゃない！　ひっこんでろ、音おん痴ちめ。オレがお手て本ほんを聞きかせてやる！」

　ジャベリンナイトは、感かん情じょうをたっぷりこめて歌うたい始はじめた。

　なかなかの美び声せいだった。メロディも、歌か詞しも、正せい確かくだ。

　キザリオが手てをたたいた。

「うん、なかなかいいぞ！　ただ、声せい量りょうが足たりないな。もっと、大おお声ごえで歌うたえる者ものはいないか？」

「はい、はーい！」

「待まて、オレのほうがうまいぞ！」
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　みんな、争あらそうようにして歌うたい出だした。

　歌うたをさえぎられたデデデ大だい王おうも、怒おこって声こえを張はり上あげる。丘おかの上うえは、耳みみをつんざくほどの大おおさわぎになった。

　キザリオは大おおよろこびで、選せん手しゅたちを激げき励れいした。

「いいぞ、諸しょ君くん！　もっと、おなかの底そこから声こえを出だすんだ！　遠とおくまでひびくように！」

　歌うた声ごえが高たかまるにつれて、ウォーキーはだんだん、げんなりしてきた。

　歌うたっている本ほん人にんたちは気きづいていないのだろうが、はたで聞きいていると、たいへんなボリュームなのだ。美うつくしい歌うたならまだしも、意い味みのわからない呪じゅ文もんのような歌うただから、じっと聞きいていると気き分ぶんが悪わるくなってくる。

「ああ、うるさい……これはいったい、どんな競きょう技ぎなんでしょうか。こんな歌うたが、レースに関かん係けいあるんでしょうかねえ……解かい説せつのメタナイトさん？」

　ウォーキーはかたわらを見みたが、そこには、だれもいなかった。

「あれ？　さっきまで、ここにいたのに。どうしたんだろう？　メタナイトさん……メタナイトさん、聞きこえますか？」

　きょろきょろしているウォーキーの前まえに、ぴょこんと飛とび出だしたのは、カービィだった。

「あ、カービィ。ちょっと聞ききたいんだけど。メタナイト様さまを見みかけなかった？」

　ウォーキーはたずねたが、カービィは聞きいていない。

　そして力ちからいっぱいに、叫さけんだ。

「ぼく、いちばん大おおきな声こえで歌うたいたいんだ！　協きょう力りょくしてね、ウォーキー！」

「え？　え……えええっ!?　まさか、カービィ！」

　ウォーキーは、カービィの考かんがえを読よみ取とって、ふるえ上あがった。

「だ、だめだよ！　オレは実じっ況きょうアナなんだからな！　だいじな仕し事ごと中ちゅうなんだから！」

「すぐ元もとに戻もどすから！　行いくよー！」

「やめろー！」

　ウォーキーは、近ちかくの大たい木ぼくにしがみつこうとしたが、間まに合あわなかった。

　カービィはからだをそらせ、思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。

「わああああああ！」

　ウォーキーはあっという間まに、カービィに吸すいこまれてしまった。

　カービィはヘッドホンをかぶり、マイクをにぎった姿すがたに大だい変へん身しん！　マイクのコピー能のう力りょくを使つかえるようになった。

「よぉし！　行いくぞぉぉぉ、チェストォォォォ！」

　大おお声ごえで気き合あいを入いれると、カービィはみんなをかき分わけて、キザリオの前まえに進すすみ出でた。

　キザリオは、上じょう機き嫌げん。

「ん、カービィくんか。マイクを持もったりして、やる気き十じゅう分ぶんだね。感かん心しん、感かん心しん。がんばって、大おお声ごえで歌うたってくれたまえ」

「まかせて！」

　カービィの姿すがたを見みた選せん手しゅ一いち同どうは、たじろいだ。

「い、いかん！　カービィがウォーキーを吸すいこんだぞ！」

「耳みみせん！　耳みみせんはないか！」

「ふせろー！　危き険けんだー！」

　みんな、耳みみをふさぎ、その場ばにつっぷした。

　カービィは、胸むねをはって歌うたい出だした。

　メロディは、まあまあお手て本ほんどおり。歌か詞しもいちおう、合あっている。しかし、その破は壊かい力りょくは、爆ばく弾だんなみだった。

[image: ]

　とにかく、音おん量りょうがすさまじい。草くさ木きはふるえ、木きの実みがボトボト落おちてきた。丘おかの上うえを飛とび過すぎようとしていた鳥とりまで、気きを失うしなって墜つい落らくする始し末まつ。

　カービィは、ますます気き分ぶんよく、歌うたい上あげている。テレビカメラの何なん台だいかは、こわれてはじけ飛とび、スタッフはその場ばに倒たおれこんだ。

　キザリオは、両りょう手てを耳みみでふさぎ、口くちからあわを吹ふいていた。

　息いきもたえだえに、彼かれはうめいた。

「な……なんという声こえ……しかし、これでいい……この声こえなら……きっと、アレにも……とど……く……」

　カービィの声こえはますます高たかまり、キザリオは意い識しきを失うしなった。




　ごくごく平へい凡ぼんな、とある家か庭ていでは──。

　突とつ如じょ、テレビから聞きこえてきた怪かい音おん波ぱ（カービィの声こえ）に、父ちちと子こがのたうち回まわっていた。

「テ、テレビを消けしなさい！　健けん康こうに悪わるい！」

「う、うん、パパ！」

　父ちちと子こはほふく前ぜん進しんでリモコンに近ちかづき、決けっ死しの思おもいで手てをのばした。

　と、そのとき、急きゅうに音おん声せいがとぎれた。

　現げん場ばの音おん声せいをひろうマイクも、カメラも、カービィの歌うた声ごえに耐たえ切きれずにこわれてしまったのだ。

　テレビ画が面めんは真まっ暗くらになり、音おとも消きえた。

「あ、あれ？　どうしたんだ。テレビがこわれてしまったのかな？」

「パパ、テロップが出でたよ。しばらくお待まちください……だって」

「なんだ、放ほう送そう事じ故こか。しばらく待まっていれば、元もとに戻もどるかな？」

　父ちちと子こは、テレビの前まえに座すわり直なおした。




　メタナイトは、いち早はやくその場ばをはなれていた。

　木き々ぎのかげにひっそりと立たっている、黒くろずくめの男おとこに気きづいたからだ。

　男おとこは、キザリオを見み張はっているようだった。彼かれが気きをとられている間あいだに、メタナイトは静しずかに身みをかがめて、近ちかづいていった。

　選せん手しゅたちの歌うたが始はじまると、黒くろずくめの男おとこはさっと身みをひるがえし、丘おかを下おり始はじめた。

　うすいくちびるが開ひらき、陰いん気きなひとり言ごとがもれた。

「覚かく醒せいの呪じゅ文もんでございますか……おろかなことを。アレを興こう奮ふんさせて、おびき出だそうというおつもりなのでしょうが、さてさて……手てのつけられないことになりますぞ……」

「アレとは何なんのことだ？」

　メタナイトは、いきなり男おとこの前まえに回まわりこんで行ゆく手てをふさいだ。

　男おとこは、ぎょっとして足あしを止とめた。

「あなた様さまは……メタナイト殿どの……！」

「ほう。私わたしを知しっているのか」

「あなた様さまは有ゆう名めいでございますからね。私わたくしとしたことが、不ふ覚かくをとりました。なんとも、やっかいな方かたに見みつかってしまったもの……！」

「聞きかせてもらおう。おまえはキザリオの一いち味みなのか？　レースにかこつけて、何なにをたくらんでいる？」

「たくらむなどと……下げ世せ話わな！」

　黒くろずくめの男おとこは、何なにかを投なげつけた。

　メタナイトはすばやく剣けんを抜ぬいて、投なげられたものをすべてたたき落おとした。

　危き険けんなものではなかった。ただの、木きの実みだ。

　メタナイトがそれに気きづいて顔かおを上あげた時ときには、もう黒くろずくめの男おとこは姿すがたを消けしていた。
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　さて、丘おかの上うえでは。

　気き分ぶんよく歌うたい終おえたカービィがあたりを見み回まわしたとき、立たっている者ものは一人ひとりもいなかった。

「……あれえ？」

　カービィは、倒たおれふしている選せん手しゅたちやスタッフを見みて、びっくりした。

「どうして、みんな寝ねてるんだろう？　ひょっとして……」

　カービィは、ハッとして、手てを口くちもとに当あてた。

「ぼくの歌うたが、感かん動どう的てきすぎた!?　どうしよう！　ぼくったら、ぼくの歌うた声ごえのミリョクをすっかりわすれてて……みんな、ごめんね！」

　カービィは、一人ひとり一人ひとりを揺ゆり起おこそうとしたが、みんな、なかなか気きがつきそうにない。

「どうしよう……」

　とほうに暮くれたカービィだが、そのとき、木きの根ね元もとにとめたワープスターが、ふと目めにとまった。

「そうだ、レースはまだ続つづいてるんだ……」

　ワープスターの輝かがやきが、カービィの闘とう志しを燃もえ上あがらせた。

「ぼく、行いかなきゃ。たとえ、たった一人ひとりになっても！」

　カービィはキリッとした顔かおでワープスターに乗のりこみ、さっそうと丘おかを下くだっていった。




　カービィが去さった後あと、まもなく。

　ようやく、キザリオが目めをさました。

　彼かれは、しばらくの間あいだぼんやりしていたが、失しっ神しん前まえのできごとを思おもい出だして、急きゅうにわれに返かえった。

「ふぅぅ……まったく、とんでもない声こえだったぜ……でも、うまくいったな。あの声こえなら、きっとプププランドのすみずみにまで届とどいたはずだ。今いまごろ、アレも……そうだ、こうしてはいられないぜ！」

　キザリオははね起おきて、まわりの選せん手しゅたちをゆさぶった。

「みんな、起おきろ！　起おきるんだ！　レースはまだ終おわっちゃいないぜ！」

「う……うう……ん……」

　選せん手しゅたちはうなされながらも、なんとか、からだを起おこした。

　キザリオは、倒たおれているスタッフたちをたたき起おこして、声こえを上あげた。

「カービィは一ひと足あし先さきに行いっちゃったらしい。みんな、おくれを取とるな！　続つづけ！」

　キザリオは、スタッフ用ようの車しゃ両りょうに飛とび乗のった。

　スタッフたちは、文もん句くたらたら。

「ええ……こっちはまだ、フラフラだっていうのに」

「まったく、人ひと使づかいが荒あらすぎるよ、ぼっちゃまときたら」

「しっ。聞きこえるぞ。キザＰって呼よばなきゃ」

「何なにがキザＰだよ！　ろくにテレビの仕し事ごとも知しらないくせに……」

「だまれってば。さからうと、ひどい目めにあうぞ」

　小こ声ごえで言いい合あいながら、スタッフたちは持もち場ばについた。

　幸さいわい、カメラやマイクの故こ障しょうは軽かるい。手てなれたスタッフたちは、すぐに修しゅう理りして、スタッフ用よう車しゃ両りょうに積つみ直なおした。

　その間あいだに、選せん手しゅたちも次つぎ々つぎに乗のり物ものに乗のり、丘おかを下くだってゆく。

　まもなく、丘おかの上うえは、ほんのわずかなスタッフを残のこして、静しずかになった。

　そこへ──。

　コトコトコト……と、のどかな音おとを立たてながら、小ちいさな緑みどり色いろのマシンが登のぼってきた。ワドルディのウィリースクーターだ。

　残のこって片かた付づけをしていたスタッフの一人ひとりが、言いった。

「あれ？　君きみはたしか、さっきの激げき辛からポイントで、ビリッケツだった選せん手しゅだね？」

「はい。まだビリなんです。このチェックポイントでは、何なにをすればいいんですか？」

「何なにを言いってるんだい。おそすぎるよ、君きみは！　もう、みんな行いっちゃったよ」

「じゃあ……ぼく……失しっ格かくですか？」

　ワドルディは、泣なきそうになった。

　その顔かおを見みて、かわいそうになったらしい。スタッフは、声こえをやわらげた。

「まあ、いいや。ほんとは時じ間かん切ぎれだけど、おまけしてあげるよ」

「あ、ありがとうございます！　ここでは、何なにをすれば……」

「歌うたうんだ。課か題だい曲きょくってのがあってね……こんな感かんじの歌うただ」

　スタッフは、うろ覚おぼえのメロディを口くちずさんだ。ワドルディは、たどたどしく、まねをした。

「はいはい、オッケー。合ごう格かく、合ごう格かく。通つう過かして、よーし」

「ありがとうございます！」

「がんばれよー」

　ワドルディを乗のせたウィリースクーターはまた、コトコトコト……とゆるやかなスピードで丘おかを下くだっていった。




「パパ、パパ、見みて！　テレビが直なおったよ！」

　ごく平へい凡ぼんなとある家か庭ていでは、男おとこの子こがはしゃぎ声ごえを上あげていた。

　ゴルフのクラブみがきに戻もどっていた父ちち親おやも、テレビの前まえによってきた。

「お、ほんとうだ。レースの続つづきが見みられそうだな」

「たくさんのマシンが走はしってるよ。いま、先せん頭とうはだれだろう？」

「さあ……この画が面めんでは、よくわからんな」

「実じっ況きょうが仕し事ごとしてないからだよ！」

「うん、そうだな。順じゅん位いも伝つたえないなんて、アナウンサー失しっ格かくだなあ！」

　父ちちと子こは、口くちをそろえて、実じっ況きょうアナウンサーの悪わる口くちを言いった。

　もちろん、実じっ況きょう担たん当とうのウォーキーは、ただいま、それどころではない状じょう態たいにあったのだが──。




　先せん頭とうを突つっ走ぱしっているのは、カービィだった。

「わぁい！　はやい、はやい！」

　ワープスターはカービィの思おもうままに、自じ在ざいにスピードや方ほう向こうを調ちょう節せつして、宙ちゅうを飛とんでゆく。

　まるで、カービィとワープスターが、一いっ心しん同どう体たいとなったかのようだった。

「きもちいいなあ……どこまでも、飛とんでいけそう！」

　気き分ぶんは、爽そう快かい。レースのことなんて、わすれてしまいそうだった。

　このまま、プププランドの果はてまでも飛とんでいきたい。

　そんな気き分ぶんになりかけたとき。

「うぉぉぉぉぁぁぁぁ!?」

　突とつ然ぜん、すっとんきょうな声こえがして、カービィの前まえに大おおきなものが落おちてきた。

　カービィはあわてて急きゅうブレーキ。ワープスターはスリップしながらも、なんとか動うごきを止とめた。

「わああ、あぶないなあ！　急きゅうに飛とび出だしてきたら、だめだよ！」

　カービィは叫さけんだが、落おちてきたものは、むっくりとからだを起おこして、うらめしげな声こえを上あげた。

「カァァァァ……ビィィィィ……！」

「……あれ？　ミスター・フロスティ……？」

　カービィに吸すいこまれてしまったおかげで、氷こおりにありつくこともできず、湖みずうみを探さがしてさまよっていたミスター・フロスティだった。

　途と中ちゅうで湖みずうみが見みつかったので、なんとか、のどの渇かわきをおさめることはできた。

　でも、カービィに吸すいこまれたうらみは消きえていない。せっかく快かい調ちょうにレースを楽たのしんでいたのに、気き分ぶんが台だい無なしだ。

「ゆるさぁぁぁぁぁん！」

　ミスター・フロスティは、カービィめがけて、氷こおりのかたまりを投なげつけた。
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「わっ、あぶない！」

　カービィはワープスターを反はん転てんさせて、よけた。

　ミスター・フロスティの攻こう撃げきは止とまらない。次つぎ々つぎに、氷こおりのかたまりがおそいかかる。

「わっ、わっ！　あぶないったら！」

　カービィはいっしょうけんめいにワープスターを操そう縦じゅうしたが、よけきれなかった。

　大おおきな氷こおりのかたまりが、直ちょく撃げき。

　ワープスターの一いち部ぶがこわれ、煙けむりを吹ふき上あげた。

　みるみるうちに、輝かがやきが消きえる。ワープスターは草くさの上うえに墜つい落らくし、停てい止ししてしまった。

「わああ。こわれちゃった！」

　カービィはうろたえ、ワープスターから飛とび降おりた。

「ひどいよ、ミスター・フロスティ！」

「ひどいのは、どっちだ！」

　ミスター・フロスティの攻こう撃げきは、まだ止とまらない。氷こおりのかたまりを、次つぎ々つぎに投なげつけてくる。

「わあ！　痛いたいってばー！」

　氷こおりをぶつけられて、カービィは悲ひ鳴めいを上あげた。

　と、その拍ひょう子しに、コピー能のう力りょくがはずれた。

「……あれ？」

　カービィは目めを丸まるくした。カービィ自じ身しんも、すっかりわすれていたのだ。ウォーキーを吸すいこんだままだったことを。

　元もとの姿すがたに戻もどったウォーキーは、いきおいあまって草くさの上うえに転ころがった。

「ふ……ふぅ……あ……あ？　ここは……？」

　ウォーキーはあたりを見み回まわして、大おお声ごえを上あげた。

「レースは!?　レースはどうなってるんだ!?」

「え……あ……えっと……」

「カービィ！　よくも、やってくれたな！　カービィのせいで、番ばん組ぐみが台だい無なしだ……！」

「ご、ごめん」

「こうしちゃいられない！　実じっ況きょうに戻もどらなきゃ！」

　ウォーキーは、ミスター・フロスティを振ふり返かえった。

「ミスター・フロスティ、乗のせてってくれ」

「おう？」

「他ほかの選せん手しゅたちを探さがすんだよ！　実じっ況きょうを続つづけるんだ！」

　言いいながら、ウォーキーはスリックスターに飛とび乗のった。

　ミスター・フロスティとウォーキーの二人ふたりを乗のせて、スリックスターは猛もうスピードで走はしり出だした。

　取とり残のこされたカービィが、大おお声ごえでうったえた。

「まってよー！　ぼくも、連つれてってよー！」

　もちろん、二人ふたりは聞きく耳みみをもたなかった。ぐんぐん引ひきはなされて、カービィは一人ひとりぼっちになってしまった。

「あー……あ……行いっちゃった」

　カービィはしょんぼりして、ワープスターを振ふり返かえった。

　星ほし形がたの一いっ角かくが折おれて、プスプスと煙けむりを上あげている。神しん秘ぴ的てきな輝かがやきはすっかり失うせてしまい、ただの黄き色いろいかたまりにしか見みえなかった。

「どうしよう……これじゃ、走はしれないよ……」

　カービィはとほうに暮くれて、ワープスターを点てん検けんしてみた。

　たたいても、なでても、直なおりそうにない。ワープスターは、すっかり力ちからを失うしなってしまっていた。

「もう、レースには、戻もどれないなあ……」

　カービィが、がっかりしてつぶやいた時ときだった。

　道みちの向むこうから、あやしい人ひと影かげがやってきた。

　全ぜん身しん、黒くろずくめの、小こがらな男おとこだ。気きむずかしそうな顔かおをして、何なにやら急いそいでいる様よう子す。

　カービィは、のび上あがって手てを上あげた。

「おーい！　おーい！　まってー！」

「……む」

　黒くろずくめの男おとこは、カービィに気きがついて、足あしを止とめた。

「何なんですかな、あなた様さまは」

「ぼく、カービィ！　おじさんは、だれ？」

「私わたくしめは……いえ、名な乗のるほどの者ものではございませぬ。どうかなさいましたか？」

「うん。あのね、ぼく、困こまってるんだ。この乗のり物ものが、こわれちゃって！」

　カービィは、ワープスターを指ゆびさした。

　黒くろずくめの男おとこは、まゆをひそめた。

「おお。これは、お気きの毒どくな。交こう通つう事じ故こですかな」

「なんとかして、直なおせないかなあ？」

　黒くろずくめの男おとこは、「うーむ」とうなった。

「私わたくしめは、修しゅう理り屋やではありませんぞ。マシンを修しゅう理りする工こう具ぐなど、持もちあわせておりませぬ。こういったものは、工こう場じょうに持もっていくしかありませぬ」

「……そうだよね」

　カービィは、うなだれてしまった。

　その様よう子すを見みて、黒くろずくめの男おとこは言いった。

「よほど、お困こまりのようでございますな」

「……うん」

「ふむ……では……応おう急きゅう処しょ置ちでよろしければ」

「え？」

「本ほん当とうなら、このような力ちからは使つかいたくないのでございますが。お困こまりの方かたを見み捨すてるのは、わが信しん条じょうに反はんしますがゆえ……」

　男おとこが、おもむろに両りょう手てを上あげようとした時ときだった。

「待まて！」

　するどい声こえがした。

　メタナイトだ。剣けんを抜ぬいて、黒くろずくめの男おとこの前まえにおどり出でた。

「あ、メタナイト！」

「おやおや……またもや、あなた様さまですか。その、ぶっそうな武ぶ器きをおしまいください」

「カービィ、大だい丈じょう夫ぶか」

　メタナイトは、油ゆ断だんなく剣けんをかまえ、男おとこをにらみつけた。

　カービィは、びっくりして言いった。

「どうしたの、メタナイト。剣けんをしまってよ。あぶないよ」

「カービィ……」

「いま、このおじさんに、ワープスターを修しゅう理りしてもらうところだったんだ」

「……修しゅう理り？」

　メタナイトは、めんくらって、剣けんをおろした。

「どういうことだ？　私わたしはてっきり、この男おとこが君きみにおそいかかり、ワープスターを破は壊かいしたと思おもったのだが……」

「ちがうよ～。このおじさん、悪わるいひとじゃないよ！」

　黒くろずくめの男おとこは、満まん足ぞくそうにうなずいた。

「ピンクのぼっちゃまのおっしゃるとおり。私わたくしめは、悪わる者ものではございません」
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「では、なぜこそこそ隠かくれて様よう子すを探さぐっていたのだ？　目もく的てきは何なんだ？」

「こそこそとはひと聞ぎきの悪わるい。いえ、そう思おもわれてもしかたありませんが。私わたくしめはただ、ひと目めにつくことを恐おそれただけなのでございます」

「なぜ、ひと目めをさけた？　おまえは、キザリオの仲なか間まじゃないのか？」

「仲なか間まなどとは、おそれ多おおい。私わたくしめは、ただ……」




　カービィ以い外がいの選せん手しゅたちとテレビ・スタッフ、それにキザリオは、一いち団だんとなって、平へい原げんを進すすんでいた。

　スタッフ用ようの車しゃ両りょうに乗のったキザリオが、メガホンを使つかって叫さけんだ。

「次つぎのチェックポイントは、『みわくのスイーツ・チャレンジ』だ！　みんなの大だい好すきなチョコレート食たべ放ほう題だいだぞ！」

「なに、チョコレート!?」

　デデデ大だい王おうが、目めの色いろを変かえた。

「オレ様さまの大だい好こう物ぶつだわい！　食たべ放ほう題だいとは、太ふとっぱらだな！」

　他ほかの選せん手しゅたちも、よろこびの声こえを上あげた。

「激げき辛からチャレンジで、ひどい目めにあったからな！」

「まだ舌したがビリビリしてる。甘あまいチョコレートを腹はらいっぱい食たべれば、おさまるぜ！」

　キザリオが叫さけんだ。

「さあ、見みえてきたぞ！　あれが、第だい四チェックポイントだ！」

　キザリオが指ゆびさす彼方かなたに、ふしぎなものがあった。

　巨きょ大だいなプール……のようだ。しかし、その中なかを満みたしているのは水みずではなく──。

「チョコレート!?」

「チョコのプールだ！」

　選せん手しゅたちは、どよめいた。

　一いっ行こうはプールにたどりつき、マシンを止とめた。

　スタッフが、てきぱきと、撮さつ影えいの準じゅん備びに取とりかかる。その間あいだに、キザリオがルールを説せつ明めいした。

「見みてのとおり、これは、チョコレートのプールだ。わが優ゆう秀しゅうなスタッフが徹てつ夜やで用よう意いした、超ちょう豪ごう華か版ばんさ」

「本ほん物もののチョコレートなのか？」

「ああ、もちろんさ！　なめてみるかい？」

　選せん手しゅたちは、プールのふちにひざまずき、おそるおそる手てを入いれてみた。

「うわっ、ヌルヌルする」

「どれどれ……」

　デデデ大だい王おうが、手てについたチョコを、大おおきな舌したでペロッとなめた。

　たちまち、その顔かおが、とろけそうになった。

「んんん！　うまい！　これは、うまいチョコだわい！」

　他ほかの選せん手しゅたちも、夢む中ちゅうになってチョコをなめ始はじめた。

　キザリオが言いった。

「おっと、味あじ見みはほどほどにしてくれよ。キミたちには、これからチャレンジしてもらうことがあるんだからな」

「わかってるわい。このプールのチョコを、全ぜん部ぶ食たべつくせばいいんだろう？」

「ちがう！　キミたちは──」

　キザリオは手てを組くみ、もったいぶって言いった。

「このプールに飛とびこんで、泳およぐんだ」

「……え!?」

「ドロドロに溶とけたチョコだから、泳およぎにくいぞ。向むこうのはしまで泳およぎきった勇ゆう者しゃだけが、このポイントを通つう過かできるというルールだ」

「……えええええ──!?」

　選せん手しゅたちから、おどろきと不ふ満まんの声こえが上あがった。

「なんだ、それは！」

「むちゃだよ！　こんなドロドロのプールなんて、泳およげるわけがない！」

「からだじゅう、チョコだらけになっちゃうじゃないか！」

「きもちわるいダスー！」

「静しずかに！」

　キザリオは、大おお声ごえでどなった。

「キミたち、チョコレートが好すきだろう？」

「好すきだけど、それとこれとは……」

「つべこべ言いうヤツは、失しっ格かくだ！　さあ、さっさと飛とびこめ！」

　選せん手しゅたちは、怒いかりをこめた目めでキザリオをにらみつけた。

　そんな中なか、ただ一人ひとり、やる気きまんまんの選せん手しゅがいる。もちろん、デデデ大だい王おうだ。

「チョコのプールで泳およぎ放ほう題だいとは、天てん国ごくだわい！　オレ様さまが、このチョコを全ぜん部ぶ食たべつくしてやる～！」

　叫さけぶが早はやいか、大だい王おうはプールに飛とびこんだ。

　選せん手しゅたちは、びっくりぎょうてん。目めをみはって、口くち々ぐちに叫さけんだ。

「デデデ大だい王おう！」

「大だい王おう様さま、だいじょうぶですか！」

　いくらデデデ大だい王おうとはいえ、チョコのプールでは勝かっ手てがちがう。まとわりつくチョコに自じ由ゆうをうばわれ、おぼれてしまうのでは……。

　選せん手しゅたちのそんな心しん配ぱいをよそに、デデデ大だい王おうは大おおはしゃぎしていた。

「キャホホーイ！　うまい～！　実じつにうまいぞ、このチョコは～！」

　キザリオが、身みを乗のり出だしてどなった。

「こら、食たべるんじゃなく泳およぐんだ！」

「うるさい。食たべようが泳およごうが、オレ様さまの勝かっ手てだわい」

「向むこう岸ぎしまで泳およぎつかないと、レースを続つづけられないんだぞ！」

「わかってるわい。食たべるのにあきたら、泳およいでやる」
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　デデデ大だい王おうは、大おおきく口くちをあけて、プールのチョコを飲のみこんでいる。

　それを見みた選せん手しゅたちは、覚かく悟ごを決きめた。

「くっ……このままでは、デデデ大だい王おうに優ゆう勝しょうをさらわれてしまう！」

「しかたない！　飛とびこむぞ！」

　次つぎ々つぎに、プールに飛とびこんでいく。

　デデデ大だい王おうは、チョコレートをかき分わけながら、鼻はな歌うたまじりにつぶやいた。

「カービィがいなくて、良よかったわい。あいつがいたら、こんなプール、あっという間まにカラにしたにちがいないからな！」

　その言こと葉ばを聞ききつけたキザリオが、不ふ服ふくそうに言いった。

「そういえば、ウォーキーとメタナイトも消きえてしまったな。メタナイトはともかく、ウォーキーがいないと、レースの中ちゅう継けいができないぞ。あいつめ、どこでサボってるんだ？」
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　ミスター・フロスティとウォーキーを乗のせたスリックスターは、岩いわだらけの道みちなき道みちを、猛もうスピードで走はしり続つづけている。

　しかし、選せん手しゅたちも、テレビ・スタッフの車しゃ両りょうも、どこにも見み当あたらなかった。

　ウォーキーは、あせっていた。

「みんな、どこにいるんだろう！　ああ、困こまった！　実じっ況きょうができない！」

「……ん？」

　ミスター・フロスティが、ふいに、耳みみをすませた。

「ウォーキー。いま、何なにか聞きこえなかったか？」

「オレの声こえだよ、オレの！　ああ、もう、困こまったなあ！」

「ちがう。ちょっと、だまっててくれ。たしかに、ヘンな音おとが聞きこえたんだ」

　ウォーキーは、ようやく口くちをつぐんだ。

　ミスター・フロスティの言いうとおりだった。

　地じ鳴なりのような、低ひくい音おとが、どこからか聞きこえてくる。

　聞きき取とれたウォーキーは、よろこびいさんで叫さけんだ。

「あれは、選せん手しゅたちのマシンの音おとだ！」

「そうか？　そんな音おとには聞きこえないが……」

「いや、ぜったい、そうだよ。まちがいない！　よーし、あの音おとの方ほう向こうに急いそぐぞ！」

「だいじょうぶかな。オレには、あの音おと、うなり声ごえみたいに聞きこえるんだけど」

「マシンがうなってるんだよ！　早はやく、早はやく！　音おとのするほうへ！」

「ふーむ……」

　ミスター・フロスティは首くびをひねりながらも、ウォーキーの言いうとおりにした。

　音おとは、南みなみの森もりのほうから聞きこえてくるようだ。南みなみに向むかって走はしっていくと、しだいに、音おとが大おおきくなってきた。

「よーし、近ちかづいてきた！　もうすぐ、追おいつけるぞー！　ミスター・フロスティ、スピードを上あげろ！」

「これが全ぜん速そく力りょくだ」

　前ぜん方ぽうに、深ふかい森もりが見みえてきた。

「あの森もりの中なかから聞きこえてくる！　みんな、あそこにいるんだ！」

「おかしくないか？　あんな深ふかい森もりの中なかを、たくさんのマシンが走はしれるはずがない」

「あのキザリオってプロデューサーは、わざわざ、めんどうなコースを選えらんでるんだよ。番ばん組ぐみを盛もり上あげるために！」

「そうかな……？」

　その間あいだにも、スリックスターはぐんぐん森もりへ近ちかづいていく。

　ミスター・フロスティが叫さけんだ。

「おい、やっぱりヘンだぞ、ウォーキー。この音おと、ぜったいに、マシンなんかじゃない！」

「そんなはずが……」

　しかし、ウォーキーの声こえも、自じ信しんなさそうに小ちいさくなった。

　不ぶ気き味みな音おとは、空くう気きをビリビリとふるわせるほど、大おおきくなっている。

　マシンが立たてる音おととは、ぜんぜんちがった。

　その時ときになって、ようやく、ウォーキーは思おもい出だした。何なん日にちか前まえに、キャピィから聞きいた話はなしを。

「あ、あのな、ミスター・フロスティ。オレ、たった今いま、思おもい出だしたんだけど」

「なんだ？」

「南みなみの森もりの近ちかくで、巨きょ大だいな化ばけ物ものの足あしあとが見みつかったらしいぜ」

「なに!?」

「しかも、不ぶ気き味みなうなり声ごえを聞きいたって証しょう言げんもあるそうなんだ……なあ、ひょっとして……この音おとって、マシンの音おとじゃなくて……」

「そ、そういうことは、もっと早はやく思おもい出だせよ──！」

　二人ふたりを乗のせたスリックスターは、スピードをゆるめる余よ裕ゆうもなく、森もりの中なかにつっこんでいった。

　小ちいさな木きをなぎ倒たおし、スリップしながら、何なん度どもバウンド。

　太ふとい幹みきにぶつかって、ようやく止とまった……というより、横おう転てんしてしまった。

　二人ふたりは地じ面めんに投なげ出だされた。

　幸さいわい、草くさがたくさん茂しげっていたため、ケガはない。

「あいたたた……」

「だいじょうぶか、ミスター・フロスティ？」

「ああ、それより、このうなり声ごえ……」

　二人ふたりはゾッとして、おたがいに、しがみついた。

　うなり声ごえはもう、耳みみをつんざくほど大おおきく聞きこえていた。

　そればかりではない。何なにかが足あしを踏ふみ鳴ならしているような、重おもい足あし音おとまでする。しかも、地じ面めんがゆれている。

「ば、ば、化ばけ物もの……」

「ち、近ちかづいてくるぞ……！」

　その瞬しゅん間かん、二人ふたりの頭ず上じょうに茂しげっていた枝えだが、バサリとなぎ払はらわれた。

　二人ふたりは顔かおを上あげた。

　枝えだを払はらったのは、巨きょ大だいな、毛けむくじゃらの前まえ足あし。

　そして、二人ふたりをにらみつけているのは、らんらんと金きん色いろに光ひかる目め玉だまだった。
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　二人ふたりは息いきをのんだ。

　一いっ瞬しゅんの沈ちん黙もくのあと──。

　ウォーキーは、声こえを限かぎりに絶ぜっ叫きょうした。




「で、で、出でたぁぁぁぁぁぁぁ──！」




　ウォーキーの絶ぜっ叫きょうは、野のをこえ山やまをこえ丘おかをこえ、チョコレート・プールでチャレンジ中ちゅうの選せん手しゅたちのもとまで届とどいた。

「ん？　なんだ、今いまの声こえは？」

　チョコレートまみれになったアックスナイトが、顔かおを上あげた。

　他ほかの選せん手しゅたちも、次つぎ々つぎに耳みみをすませた。

「『出でた』って聞きこえたよな？」

「うん。ウォーキーの声こえじゃなかったか？」

「オレもそんな気きがしたぜ」

「よーし！　ついに見みつかったか！」

　叫さけんだのは、キザリオ。彼かれは、プールで苦く闘とうしている選せん手しゅたちに命めいじた。

「みんな、さっさと上あがれ！　最さい終しゅうチャレンジに向むかうぞ！」

「……え？」

「ぐずぐずするな！　早はやく上あがれってば！」

「プールの向むこうはしまで泳およがなくちゃいけないんだろ？」

「もう、そんなことはどうでもいいんだ！　いいから、さっさと出でろ！」

「おいおい……」

　あまりにも勝かっ手てな言いい分ぶんに、選せん手しゅたちの怒いかりがついに爆ばく発はつした。

「どうでもいいって、どういうことだ！　おまえが泳およげっていうから、きもち悪わるいのをガマンしてプールに飛とびこんだんだぞ！」

「そうだそうだ！　いいかげんにしろ！」

　選せん手しゅたちの声こえを聞きくと、キザリオはその場ばで飛とびはねて、かんしゃくを起おこした。

「ボクにさからう気きか!?　つべこべ言いうと、失しっ格かくだぞ！」

「ああ、失しっ格かくでいいよ！」

　怒おこった選せん手しゅたちは、いっせいに、そっぽを向むいた。

「もう、ガマンならない。こんなレース、やめてやる！」

「オレも失しっ格かくでいい！」

「え……？」

　選せん手しゅたちから見みはなされて、やっと、キザリオはうろたえ始はじめた。

「そ、そんなこと言いうなよ。たのむよ。早はやくプールから出でてくれよ……」

「いやだね！」

「おまえの言いうことなんか、聞きくもんか」

　キザリオは、急きゅうにしょげ返かえった。

　いばり散ちらしていた彼かれとは、まるで別べつ人じんのよう。

「ねえ、たのむよ。お願ねがいだから……」

「いやだったら、いやだ！」

「キミたちが、たよりなんだ……」

「知しるか！」

　選せん手しゅたちが、ツンとした時ときだった。

　またしても、ウォーキーの声こえが聞きこえてきた。

「た～す～け～て～！　だれかぁぁぁぁぁ！」

　さっきよりも、せっぱつまっている。

　選せん手しゅたちは、顔かおを見み合あわせた。

「助たすけて……って言いってるぞ」

「どうしたんだ？」

「ウォーキーに、何なにが……？」

　その間あいだにも、ウォーキーの悲ひ鳴めいは続つづいていた。

　こんな声こえが聞きこえてきたからには、ほうってはおけない。

　選せん手しゅたちは、次つぎ々つぎにプールからはい出だした。みんな、チョコまみれで、ドロドロになっている。

「うへぇ。これじゃ、動うごけないぜ」

「どこかで洗あらい流ながそう。川かわとか湖みずうみが、近ちかくにないか？」

「そのままでいい！」

　キザリオが、元げん気きを取とり戻もどして叫さけんだ。

　選せん手しゅたちは、あきれた目めでキザリオを見みた。

「これじゃ、動うごけないよ」

「そのままのほうがいいんだ。アレは、チョコに弱よわいから……」

「なに？」

「なんでもない！　とにかく、急いそごうじゃないか。ぐずぐずしてると、ウォーキーがあぶないぞ！」

　キザリオは、まっさきにスタッフ用よう車しゃ両りょうに飛とび乗のった。

「ボクに続つづけ！」

　叫さけんで、車くるまを発はっ進しんさせる。スタッフたちも、後あとに続つづいた。

　プールから出でたデデデ大だい王おうが、言いった。

「──あいつの言いいなりになるのはシャクだが、しかたない。とにかく、こうしてはおれん。オレ様さまは行いくぞ！」

　大だい王おうは、すばやくレックスウィリーにまたがった。

　チョコまみれのため、かっこいいとは言いえないが、堂どう々どうとして、たよりになる姿すがただった。

　選せん手しゅたちは感かん動どうした。

「おお……デデデ大だい王おう！」

「ウォーキーのピンチを見み逃のがせないんだな！」

「さすが、大だい王おうと名な乗のるだけのことはある！」

「いつもはただの食くいしんぼうだけど、彼かれこそほんもののヒーローだ！」

　みんなの賞しょう賛さんを浴あびて、デデデ大だい王おうはふんぞり返かえって叫さけんだ。

「当あたり前まえだわい！　ラーメン三百年ねん分ぶんを逃のがしてたまるか！」

「……え？」

「行いくぞー！」

　デデデ大だい王おうはアクセルをふかし、猛もうスピードで走はしり去さっていった。

　選せん手しゅたちは、ぼうぜんとして言いった。

「ラーメン……」

「優ゆう勝しょう賞しょう品ひんのことか……」

「賞しょう品ひんに目めがくらんでるだけだったんだ。ウォーキーが心しん配ぱいなわけじゃなくて」

「……やっぱりな」

　みんな、がっくりと肩かたを落おとした。

　しかし、こうしてはいられない。ウォーキーの悲ひ鳴めいは、まだ続つづいている。

「オレたちも行いこう。ウォーキーを助たすけなきゃ」

「急いそぐダス！」

　選せん手しゅたちは次つぎ々つぎに自じ分ぶんのマシンに乗のりこみ、キザリオとデデデ大だい王おうの後あとを追おった。




　カービィとメタナイトは、黒くろずくめの男おとこの話はなしを聞きき終おえたところだった。

「なるほど。事じ情じょうはわかった」

　メタナイトが、あきれたように言いった。

「だったら、最さい初しょから正しょう直じきに言いえば良よかったのだ。そういう事じ情じょうなら、プププランドの住じゅう民みんたちがすすんで協きょう力りょくしただろう。そのほうが、よほど早はやく解かい決けつしたのに」

「私わたくしめもそう思おもいます。が、なにしろキザリオ様さまはみえっぱりで、弱よわみを見みせるのがお嫌きらいな性せい格かくですゆえ」

「自じ分ぶんの失しっ敗ぱいを知しられたくなかったのだな。それで、テレビ番ばん組ぐみなどという方ほう法ほうを思おもいついたわけか。おろかな」

「じゃあ、テレビ番ばん組ぐみの話はなしは全ぜん部ぶウソだったの？」

　カービィは、がっかりした。

「ぼく、がんばって、辛からいお料りょう理り食たべたのに。歌うたも、歌うたったのに……」

「いえいえ。まったくウソというわけではございませぬ。もとはと言いえば、キザリオ様さまの口くちからでまかせでしたが、メタナイト殿どのがご出しゅつ演えんあそばされることになり、全ぜん宇う宙ちゅうの注ちゅう目もくが集あつまってしまって、もはや、ごまかすことはできなくなりました。実じっ際さいに、テレビ番ばん組ぐみは放ほう送そうされております。現げん在ざいも、生なま中ちゅう継けいが続つづいております」

「じゃあ、優ゆう勝しょうの賞しょう品ひんも……？」

「もちろん、お渡わたしいたします。約やく束そくをすっぽかせば、コメットテレビの名なに傷きずがつきますゆえ」

「やったあ！」

　たちまち、カービィは元げん気きを取とり戻もどした。

「じゃあ、ぼく、がんばる！　カレーライス三百年ねん分ぶんは、だれにもわたさないよ～！」

　その時ときだった。

　空くう気きをふるわせるほど大おおきな悲ひ鳴めいが、ひびきわたった。




「で、で、出でたぁぁぁぁぁぁぁ──！」




　カービィたちは、ぎょっとした。

「な、何なに、今いまの声こえ……!?」

「ウォーキーの声こえではないか？」

「おそれていた時ときが、来きたようでございますな」

　黒くろずくめの男おとこが立たち上あがった。

「覚かく醒せいの呪じゅ文もんによって、いよいよあの獣けものがあばれ出だしたのでございます。ウォーキー殿どのは、獣けもののなわばりに踏ふみこんでしまったのでございましょう」

「たいへんだ！　助たすけにいかなくちゃ！」

「うむ、行いくぞ、カービィ！」

　メタナイトはマントを広ひろげた。

　カービィはワープスターに飛とび乗のろうとしたが、まだ故こ障しょうが直なおっていない。

「あ……これじゃ、動うごけないよ……！」

　くやしそうなカービィを押おしのけるようにして、黒くろずくめの男おとこが進すすみ出でた。

「私わたくしめにおまかせくださいませ。修しゅう理り道どう具ぐは持もっておりませぬが、応おう急きゅう処しょ置ちならば、呪じゅ文もんでなんとか」

　男おとこが両りょう手てを高たかくかかげ、くぐもった声こえで呪じゅ文もんをとなえると──。

　たちまち、ワープスターのこわれた箇か所しょが、元もとどおりになった。カービィは目めを輝かがやかせた。

「わあ！　直なおった、直なおった──！」

「応おう急きゅう処しょ置ちでございますれば、長ちょう時じ間かんは持もちませぬ。急いそぎましょう」

「うん！」

　カービィはワープスターに飛とび乗のり、急きゅう発はっ進しん。

　メタナイトはつばさを広ひろげて、宙ちゅうを飛とぶ。

　黒くろずくめの男おとこも手てを広ひろげて、コウモリのように飛とぶ体たい勢せいになった。

　三人にんはイナズマのようなスピードで、声こえが聞きこえてきた方ほう向こうに突つき進すすんでいった。
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　ワドルディは、小ちいさなウィリースクーターをコトコトと走はしらせて、チョコレートのプールにやってきた。

　引ひき上あげようとしていたスタッフが、ワドルディに気きづいて言いった。

「また君きみかぁ。もう、プールは片かた付づけちゃったよ」

「ぼく、失しっ格かくですか……」

「まあ、いいや。残のこってるチョコが少すこしあるから、あげるよ。一ひと口くち食たべて、元げん気きを出だしたまえ」

「ありがとうございます」

　スタッフからひとかけらのチョコをもらって、ワドルディは元げん気きを取とり戻もどした。

「おいしかったです。ごちそうさまでした」

「がんばれよー」

　のんきな声せい援えんを受うけて、ワドルディはまた、コトコトと走はしり去さっていった。
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　ウォーキーとミスター・フロスティは、森もりの中なかを逃にげまどっていた。

　不ぶ気き味みなうなり声ごえと、足あし音おとが、すぐ背はい後ごにせまっている。

「な、な、なんなんだ、あいつは！」

　ミスター・フロスティが、転ころげるように走はしりながら言いった。

　ウォーキーも、足あしをもつれさせながら叫さけんだ。

「あんな怪かい物ぶつ、見みたこともない！　おそろしく凶きょう悪あくな目めをしてる！」

「ふるえが止とまらないぜ！」

「き、来きたー！」

　怪かい物ぶつはあれくるい、大おおきな前まえ足あしで枝えだを打うち払はらいながらせまってくる。

　ウォーキーとミスター・フロスティは、無む我が夢む中ちゅうで逃にげ回まわった。

　しかし──。

「あっ！　しまった……！」

　先さきを走はしっていたミスター・フロスティが、あわてて足あしを止とめた。その背せ中なかに、ウォーキーがぶつかった。

「なんだよ、ミスター・フロスティ！　急きゅうに止とまるな！」

「この先さきには進すすめないぞ！　見みろ！」

　二人ふたりが立たっているのは、切きり立たったガケのふちだった。

　ガケは、目めがくらむほどの高たかさがあり、はるか下したのほうに川かわが流ながれている。それも、ゴウゴウと音おとを立たてる、すさまじい激げき流りゅうだ。

　落おちたら、ひとたまりもない。どんなに泳およぎが得とく意いでも、こんな激はげしい流ながれを泳およぎきれるはずがない。

「まずい……！」

　二人ふたりは、ガケっぷちで抱だき合あって、ガタガタふるえた。

　巨きょ大だいな怪かい物ぶつは、地じ面めんがゆれるほどの足あし音おとを立たてて、二人ふたりに詰つめよった。

　絶ぜっ体たい絶ぜつ命めい──！

　そのとき、大おお声ごえがひびきわたった。

「待まて！」

　デデデ大だい王おうだった。

　大だい王おうはレックスウィリーから飛とび降おりると、愛あい用ようのハンマーをかまえた。

　怪かい物ぶつが、のっそりと振ふり返かえった。巨きょ大だいな毛けむくじゃらの怪かい物ぶつと向むき合あうと、大だい王おうの目めがまんまるに見み開ひらかれた。

　それでも、少すこしもひるまず、かえって力ちからをみなぎらせたところは、さすが大だい王おう。

「なんだ、おまえは！　このプププランドの住じゅう民みんじゃないな!?」

　そこへ、他ほかの選せん手しゅたちやテレビ・スタッフたちが、次つぎ々つぎに追おいついてきた。

　選せん手しゅたちはみんな、けたはずれに大おおきな怪かい物ぶつを見み上あげて、絶ぜっ句くした。

　怪かい物ぶつは、耳みみをふさぎたくなるような、おそろしいうなり声ごえを上あげた。

　あまりの迫はく力りょくに、選せん手しゅのうちの約やく半はん分ぶんが、その場ばで腰こしをぬかした。

　ポピーブラザーズＪｒジュニア．が、いつになく青あおざめて言いった。

「あんなヤツ、見みたことないよ！　なんで、あんなのがプププランドにいるんだ!?」

　キザリオが、メガホンを片かた手てに、叫さけんだ。

「選せん手しゅ諸しょ君くん、最さい終しゅうチャレンジは、あのモンスターと戦たたかって勝しょう利りすることだぞ！　みんな、がんばってくれ！」

「なに～～!?」

　選せん手しゅたちは、血けっ相そうを変かえてキザリオに詰つめよった。

「どういうことだ!?」

「まさか、あんたがあの怪かい物ぶつをプププランドに連つれてきたのか!?」

「番ばん組ぐみを盛もり上あげるためだ。悪わるく思おもわないでくれたまえ」

　キザリオは、おちつき払はらって説せつ明めいした。

「あいつは、図ずう体たいはデカいけど、実じつはそれほど凶きょう暴ぼうじゃないんだ。危き険けんはないから、安あん心しんして戦たたかってくれ……」

　その言こと葉ばが終おわらないうちに、怪かい物ぶつはあれくるった声こえを上あげ、太ふとい前まえ足あしで木きの枝えだを振ふり払はらった。

　数すう本ほんの木きがメリメリと音おとを立たてて折おれ、倒たおれてきた。

　あわや、テレビ・スタッフを直ちょく撃げき──しかし、スタッフたちはすばやく逃にげて、巻まきこまれずにすんだ。その代かわり、カメラはすべて、こっぱみじん。

　アックスナイトがカンカンに怒おこって、キザリオをどなりつけた。

「どこが凶きょう暴ぼうじゃないんだ!?　どこが!?」

「えっと……今いまはちょっと気きが立たってるだけだ。ほんとうは、おとなしい性せい格かくで……」

　そのとき、選せん手しゅたちに向むかって、怪かい物ぶつが片かた手てをつき出だした。

　選せん手しゅたちは悲ひ鳴めいを上あげた。

　怪かい物ぶつは、選せん手しゅたちのうちの一人ひとり──コックカワサキをガッシリつかんで、持もち上あげた。

「ひゃああああああああ──！　助たすけてぇ──！」

　コックカワサキの悲ひ鳴めいがひびく。

　怪かい物ぶつは、大おおきな口くちをあけた。

　選せん手しゅたちは、恐きょう怖ふにおののいた。

「やめろ──！」

「コックカワサキが食たべられちゃう──！」

「このぉ！　コックカワサキをはなせ！」

　まっさきに飛とび出だしたのは、血ちの気けの多おおいバーニンレオだった。

　バーニンレオは飛とび上あがり、怪かい物ぶつのおなかに体たい当あたりを食くらわせた。しかし、怪かい物ぶつはビクともしない。

　バーニンレオの勇ゆう気きにはげまされて、選せん手しゅたちは怪かい物ぶつに向むかって総そう攻こう撃げきを開かい始しした。

「このぉぉぉぉ！」

「コックカワサキをはなせ！」

「うりゃぁぁぁ！　ラーメン三百年ねん分ぶんアターック！」

　メタナイツもデデデ大だい王おうも、全ぜん身しんの力ちからをこめて巨きょ大だいな怪かい物ぶつに飛とびかかる。

　けれど、どんな攻こう撃げきも通つうじなかった。怪かい物ぶつは舌したなめずりをして、つかみ上あげたコックカワサキを口くちに持もっていった。

　コックカワサキは、ぎゅっと目めをつぶり、からだをよじらせて、わめいた。

「ひゃぁぁぁぁ──！　やめてやめて──！」

「コックカワサキ！」

「もうダメだ！」

　選せん手しゅたちも絶ぜっ叫きょうし、目めをおおった。

　しかし──。

　選せん手しゅたちの耳みみに届とどいたのは、なんと、コックカワサキの笑わらい声ごえだった。

「ひゃ……ひゃ……ひゃひゃひゃひゃひゃ！　よせ！　ひゃひゃひゃ！」

「……コックカワサキ？」

　選せん手しゅたちは、おそるおそる、顔かおを上あげた。

　怪かい物ぶつは、大おおきな舌したでコックカワサキをなめ回まわしている。コックカワサキは、くすぐったさのあまり、笑わらいころげているのだった。
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　これには、選せん手しゅたちも、目めをぱちくり。

「な……なんだ？」

「何なにしてるんだ、あいつ……？」

「コックカワサキをなめてる……？」

　キザリオが、ふたたびメガホンを手てにして言いった。

「言いっただろう、あいつは凶きょう暴ぼうじゃない。ただ、ちょっとばかり、甘あまいものに目めがないだけなんだ！」

「甘あまいもの……だと？」

「あいつのねらいは、コックカワサキ選せん手しゅじゃない。コックカワサキ選せん手しゅのからだについた、チョコレートに夢む中ちゅうなのさ」

「チョコ……」

　選せん手しゅたちは、自じ分ぶんのからだをながめてみた。

　みんな、チョコのプールで泳およいだせいで、全ぜん身しんチョコまみれ。そこらじゅう一いっ帯たいに、チョコの甘あまいにおいが漂ただよっている。

「……ということは」

「あいつ、コックカワサキの次つぎはオレたちを……！」

　コックカワサキのからだについていたチョコは、すっかり、なめ取とられてしまった。

　怪かい物ぶつはコックカワサキを放ほうり出だして、選せん手しゅたちに向むき直なおった。目めが、ごちそうを前まえにした時ときのように、キラキラと光ひかっている。

　選せん手しゅたちは、いっせいに後あとずさりをした。

　でも、行ゆく手てはガケと激げき流りゅうにはばまれている。逃にげ場ばはない。

　怪かい物ぶつは、ノシノシと近ちかづいてくる。

「お、おい、やめろ！　来くるな！」

　選せん手しゅたちは、押おし合あいへし合あいした。

　キザリオが叫さけんだ。

「チョコをたくさん食たべれば、あいつは眠ねむくなって、動うごきがにぶるんだ。みんな、これも作さく戦せんのうちだ！　くすぐったいのをガマンして、なめられてくれ！」

「冗じょう談だんじゃない！」

　ふるえ上あがった選せん手しゅたちに、怪かい物ぶつの大おおきな前まえ足あしがせまってきた。

「わあああああ！」

　次つぎは、だれがつかまってしまうのか。

　みんなが、ふるえ上あがって悲ひ鳴めいを上あげた時ときだった。

「ストップ！　ぼくが相あい手てだよー！」

　元げん気きな声こえがひびきわたり、何なにかが猛もうスピードで飛とんできて、怪かい物ぶつの前まえ足あしにぶつかった。

　怪かい物ぶつは、おどろいて前まえ足あしを引ひっこめた。

「カービィ！」

　選せん手しゅたちは歓かん声せいを上あげた。

　ワープスターに乗のったカービィが、流りゅう星せいのようにあらわれて、怪かい物ぶつに挑いどみかかったのだ。

　怪かい物ぶつは怒おこって、ワープスターをたたき落おとそうとした。

　しかしカービィはワープスターを自じ由ゆう自じ在ざいにあやつり、右みぎへ左ひだりへと飛とび回まわる。

「みんな、だいじょーぶ!?」

　カービィは、ワープスターを急きゅう降こう下かさせ、みんなの前まえで止とまった。

　選せん手しゅたちは、いっせいに声こえを上あげた。

「よく来きてくれたぜ、カービィ！」

「やっぱり、たよりになるのはカービィだ！」

「みんな……みんな……」

　カービィの様よう子すが、急きゅうにおかしくなった。

　怪かい物ぶつにぶつかっていった時ときのキリッとした表ひょう情じょうが消きえて、いつもの食くいしんぼうカービィに戻もどっている。

　カービィは目めを輝かがやかせ、ペロッと舌したなめずりをした。

「うわあ、おいしそう～！　ぼく、チョコ大だい好すき～！」

　カービィは両りょう手てを広ひろげ、チョコまみれのデデデ大だい王おうに飛とびつこうとした。

「ばかものっ！　敵てきはあっちだ！」

　デデデ大だい王おうがどなったが、チョコに目めがくらんだカービィは止とまらない。デデデ大だい王おうがたじろぐほどの勢いきおいで、飛とびついてくる。

「チョコ！　チョコ！　大おおきなチョコだ～！」

「チョコじゃないわい、オレ様さまだ、デデデ大だい王おう様さまだ！　目めをさませと言いうのに～！」

「いただきまーす！」

「わあああ！」
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　カービィは大おおきく口くちをあけ、デデデ大だい王おうの頭あたまをペロッとなめた。

「うひゃああああ！　やめんか！」

「おいしい～！　もっともっと～！」

「やめろと言いうのだ！　ば、ば、ばかものめが──！」

　カービィになめ回まわされて、デデデ大だい王おうは悲ひ鳴めいを上あげた。

　怪かい物ぶつは、前まえ足あしを振ふり上あげて、ふたたび選せん手しゅたちに向むき直なおった。

　そこへ──。

　またしても、何なにかが飛とびこんできて怪かい物ぶつの鼻はなにぶつかった。

　怪かい物ぶつは鼻はなをおさえ、痛いたみをうったえるような鳴なき声ごえを上あげて、のけぞった。

　今こん度どの乱らん入にゅう者しゃは、メタナイト。そしてもう一人ひとり、黒くろずくめの男おとこだった。

　選せん手しゅたちは、拍はく手しゅかっさい。中なかでも、メタナイツたちはおどり上あがってよろこんだ。

「メタナイト様さまダス──！」

「助たすかった！　メタナイト様さまが来きてくれたんだ、もう大だい丈じょう夫ぶだぞ！」

　よろこぶ選せん手しゅたちとは反はん対たいに、キザリオはすくみ上あがっていた。

　黒くろずくめの男おとこが、静しずかにキザリオに歩あゆみよった。キザリオは、ガタガタふるえながら言いった。

「ク……クーロン……」

「キザリオ様さま」

　黒くろずくめの男おとこ──クーロンは、陰いん気きな目めでキザリオを見みつめ、しかりつけるように言いった。

「どういうおつもりですかな、これは？」

「ボク……ボクは、ただ……」

「言いいわけは、後あとでうかがいましょう。今いまはとにかく、巨きょ大だい化かしてしまったペペロンをなんとかしなければなりません」

「う、うん。なんとかしてよ、クーロン……」

「なんとかして、ですと？」

　クーロンの目めが、きらりと光ひかった。

「何なん度ど申もうし上あげればいいのです？　私わたくしをたよってばかりでは、りっぱなおとなになれないと、いつもいつも……」

「お、お説せっ教きょうも後あと回まわしにしよう！　とにかく、ペペロンをなんとかしてよー！」

「かしこまりました」

　クーロンは怪かい物ぶつに向むき直なおり、おもむろに両りょう手てを上あげた。

　しかし、怪かい物ぶつは、たびたびの攻こう撃げきを受うけて気きが立たっている。すばやい動うごきで、クーロンにおそいかかってきた。

　クーロンは身み軽がるに宙ちゅうを飛とんでかわし、言いった。

「いけませぬな。これでは、呪じゅ文もんをとなえる余よ裕ゆうがございませぬ」

「なんとかしてってば～！」

「ペペロンの動うごきを止とめてくださいませ。そのすきに、私わたくしめが呪じゅ文もんをとなえますゆえ」

「わ、わかった」

　キザリオは、選せん手しゅ一いち同どうに向むき直なおった。

「キミたちが、なんとかしたまえ。ペペロンの動うごきを止とめて、クーロンを助たすけるんだ」

　もちろん、だれも、キザリオの命めい令れいになど耳みみをかさなかった。

「やなこった」

「おまえの指さし図ずは受うけないぜ！」

「もめている場ば合あいではない」

　みんなをたしなめたのは、メタナイトだった。

　その間あいだにも、巨きょ大だいな怪かい物ぶつは、手て当あたりしだいに攻こう撃げきをしかけてくる。メタナイトはその動うごきに目めをくばりながら、言いった。

「クーロンが呪じゅ文もんをとなえることができれば、あれはおとなしくなるらしい。みんなで力ちからを合あわせて、あいつの動うごきを封ふうじるんだ」

「わ、わかりました！」

「メタナイト様さまのご命めい令れいならば！」

　ただちに、メタナイツたちが武ぶ器きをかまえる。他ほかの選せん手しゅたちも、勇ゆう気きをふりしぼって巨きょ大だい怪かい物ぶつに立たち向むかった。

　一いっ方ぽう、デデデ大だい王おうは全ぜん身しんをカービィになめられて、チョコがすっかりはがれ落おちていた。

　カービィは、ようやく、われに返かえった。

「……あれ？　デデデ大だい王おう……？」

「さっきから、そう言いっとるだろうが！」

「じゃ、じゃあ、ぼくがなめてたのは……！」

　カービィは、とてつもなくイヤそうな顔かおをして、地じ面めんに手てをついた。

「う、うぇぇ……ひどいや、デデデ大だい王おう。チョコに化ばけて、ぼくをだますなんて……」

「ひどいのはどっちだ！　ええい、いまいましい！」

　デデデ大だい王おうは、腹はら立だちまぎれにカービィをけとばして、叫さけんだ。

「とにかく、あいつと戦たたかうんだ！　行いけ、カービィ！」

　デデデ大だい王おうが指ゆびさす先さきには、あれくるう怪かい物ぶつがいる。

　その凶きょう悪あくな姿すがたを見みて、カービィもようやく事じ情じょうを思おもい出だした。

「そうだった！　あの怪かい物ぶつ、なんとかしなきゃ！」

　カービィはふたたびワープスターに飛とび乗のり、怪かい物ぶつめがけて飛とんでいった。

　メタナイトも部ぶ下かたちを率ひきいて、怪かい物ぶつに斬きりこんでいく。

　デデデ大だい王おうはハンマーを振ふり上あげ、怪かい物ぶつの足あし元もとをねらう。

　他ほかの選せん手しゅたちも、ふるい立たった。みんな大おお声ごえを上あげ、怪かい物ぶつに向むかっていく。

　キザリオが叫さけんだ。

「手てかげんはいらないぞ！　ペペロンの弱じゃく点てんは鼻はなだ！　鼻はなを打うちくだいてやれ！」

「キザリオ様さま。なんということを！」

　呪じゅ文もんをとなえようとしていたクーロンが、キザリオをしかった。

「ペペロンは悪わるくありません。傷きずつけてはなりませぬぞ」

「しかたないじゃないか。もう、元もとのペペロンじゃないんだから」

「それは、キザリオ様さまのせいでございましょう」

「わかってるってば！　お説せっ教きょうはいらないから、早はやく呪じゅ文もんをとなえてくれよ！　みんな、力ちからを合あわせてペペロンをやっつけろ！」

「傷きずつけてはなりませぬぞ！　ペペロンは、キザリオ様さまのたいせつなペットでございましょう」

「もうペットじゃないよ、あんなの！　あんなに大おおきくなっちゃったら、飼かうわけにいかないからな！」

「キザリオ様さま……」

「ペットは新あたらしく買かってもらうんだ。ペペロンなんか、もういらない！」

　キザリオは、目めをつり上あげて、巨きょ大だいな怪かい物ぶつをにらみつけた。

　怪かい物ぶつも、じっとキザリオを見み下おろしていた。まるで、彼かれの言こと葉ばが通つうじたかのように。

　悲かなしそうな目めをしていた。カービィたちが、思おもわずハッとするくらい。
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　でも、キザリオには、それがわからなかった。彼かれは、ビクビクしながらわめいた。

「ボクをにらんでるぞ！　ペペロンのやつ、育そだててやった恩おんを忘わすれてボクを倒たおす気きだな！」

　ペペロンはしゃがみこみ、キザリオに顔かおを近ちかづけようとした。キザリオはふるえ上あがり、後あとずさりをした。

「や、やめろよ！　来くるなってば！　ボクは知しらないぞ！　ボクのせいじゃないぞ！」

　キザリオは、すっかり忘わすれていた。すぐ後うしろが、切きり立たったガケだということを。

　後うしろに下さがろうとしたキザリオの足あし元もとには、地じ面めんがなかった。

「……あ!?　わああああああああ!?」

　悲ひ鳴めいを残のこして、キザリオは真まっ逆さかさま！

「キザリオ様さま!?」

「ぼっちゃま！」

　クーロンやテレビ・スタッフたちが、あわててガケをのぞきこんだ。

　キザリオは激げき流りゅうにのみこまれ、すさまじい勢いきおいで流ながされていく。必ひっ死しに手てをのばそうとしているが、水みずの流ながれに抵てい抗こうできない。

　ガケの上うえは、騒そう然ぜんとなった。

「たいへんだ！　うきわを！　ロープを持もってこい！」

「そんなもの、ない！」

「ぼっちゃま──！」

　みんなの悲ひ鳴めいがひびく中なか、大おおきな影かげが地じ面めんをけって、ガケから飛とび下おりていった。

　ペペロンだった。巨きょ大だいな怪かい物ぶつは、水みず柱ばしらを立たてて川かわに飛とびこむと、大おおきな前まえ足あしでキザリオをつかまえた。

　キザリオを守まもるように抱だきかかえているが、ペペロンの巨きょ体たいですらも、水みずの流ながれには逆さからえなかった。キザリオを抱だいたまま、押おし流ながされていく。

　もはや、なすすべがない。みんなが言こと葉ばを失うしなった時ときだった。

「力ちからをかしてよ、カプセルＪジェイ２ツー！」

　カービィが叫さけび、おどり上あがった。

　とつぜん呼よばれたカプセルＪジェイ２ツーが、おどろいて振ふり返かえったとき、早はやくもカービィは「吸すいこみ」の体たい勢せいに入はいっていた。

「え……えええ!?　オレ!?」

　抵てい抗こうするひまはなかった。カプセルＪジェイ２ツーは、カービィに吸すいこまれてしまった。

　たちまち、「ジェット」のコピー能のう力りょくの効こう果かがあらわれた。ジェットエンジンとつばさをせおった姿すがたに変へん身しんしたカービィは、一いっ瞬しゅんのためらいもなく、ガケをけっていた。

「行いっくよ──！」

　ジェットエンジン、全ぜん開かい。あっという間まに、ペペロンとキザリオに追おいついた。

　カービィは、その場ばでホバリングしながら、ペペロンの首くびに手てをかけた。

「ペペロン！　キザリオをしっかりつかまえててね！　ぼくが……引ひき上あげる……から……！」

　ペペロンは、言こと葉ばが通つうじたのか、キザリオを抱だく手てに力ちからをこめた。

　カービィは必ひっ死しで引ひき上あげようとするが、ペペロンのからだは重おもい。しかも水すい流りゅうがあるために、なかなか持もち上あがらない。

「ううううう……えええええいい……！」

　カービィはジェットを全ぜん力りょく噴ふん射しゃし、顔かおをまっかにして、うなった。

　ガケの上うえのみんなは、ハラハラしながら、カービィに声せい援えんを送おくった。

「カービィ！　がんばれ！」

「もうちょっとだぞ！」

「無ぶ事じに引ひき上あげたら、ラーメン三百年ねん分ぶん、おまえにくれてやるわい！」

　このデデデ大だい王おうの一ひと言ことが、きいたのだろうか。カービィのパワーは、極きょく限げんまで高たかまっていった。

「ええ……えええええ──い！」

　カービィは、のけぞるようにして、ついにペペロンを水みずから引ひき上あげた。
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　ガケの上うえでかたずをのんでいたみんなが、ワッと声こえを上あげた。

「やったぁ！」

「すごいぜ、カービィ！」

　キザリオも、そしてペペロンも、気きを失うしなっているようだ。けれど、ペペロンは無む意い識しきに腕うでに力ちからをこめて、キザリオをしっかり抱だきしめていた。
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　カービィは、無ぶ事じにガケの上うえに戻もどってきた。みんな、大おおさわぎをして取とり囲かこんだ。

「良よくやったぞ、カービィ！」

「早はやく手て当あてを！」

「みなさま、お下さがりください。ここは、私わたくしめが」

　クーロンが命めいじた。

　彼かれの声こえと態たい度どには、さからえない迫はく力りょくがある。みんな、かたずをのんで、クーロンとキザリオを見み守まもった。

　クーロンは、低ひくい声こえで呪じゅ文もんをとなえ始はじめた。

　すると──ふしぎなことが起おきた。

　意い識しきをなくして横よこたわったペペロンの巨きょ体たいが、少すこしずつ、縮ちぢみ始はじめた。

　どんどん、どんどん、小ちいさくなっていく。

　大たい木ぼくよりも大おおきかったからだが、牛うしぐらいになり、犬いぬぐらいになり、ついにはネズミぐらいになってしまった。
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　すっかり小ちいさくなったペペロンを見み下おろして、みんな、目めを丸まるくした。

「クマ……？」

「ちっちゃなクマだ。まるで、ぬいぐるみみたいに、かわいいぞ」

「あの凶きょう悪あくな怪かい物ぶつの正しょう体たいは……こんなちっちゃなクマだったのか？」

　ペペロンに抱だきかかえられていたキザリオは、地じ面めんに投なげ出だされるかっこうになった。

　クーロンは呪じゅ文もんをやめ、つぶやいた。

「これで、よろしいでしょう。ペペロンは元もとの大おおきさに戻もどりました。次つぎは、キザリオ様さまの手て当あてを」

　みんな、あまりにもふしぎなできごとを見みて、ぼうぜんとしていたが、クーロンの言こと葉ばでわれに返かえった。

「そうだ、ぼっちゃまの手て当あてをしなくちゃ」

「水みずをはかせろ。呼こ吸きゅうをたしかめろ！」

「大だい丈じょう夫ぶ、水みずはほとんど飲のんでないぞ。救きゅう助じょが早はやかったから」

　スタッフたちが総そうがかりで、キザリオのからだをさすり、手て当あてをした。

　間まもなくキザリオは意い識しきを取とり戻もどした。みんな、ホッとして声こえをかけた。

「気きがついたか」

「大だい丈じょう夫ぶか？　気き分ぶんはどうだ？」

　キザリオは、しばらくぼんやりして、みんなの顔かおを見みつめていた。

　やっと意い識しきがはっきりすると、彼かれはたずねた。

「ペペロンは？　ペペロンはどこにいる？」

「もう心しん配ぱいいりませんよ、ぼっちゃま。あのクマなら、すっかり小ちいさくなって……」

　スタッフがそう言いって、あたりを見み回まわした。

　が、ペペロンの姿すがたはない。

「……あれ？　あのクマ、どうした？」

　そう言いわれて初はじめて、カービィたちも、ペペロンがいなくなっていることに気きがついた。

　みんな、木きのかげや岩いわの後うしろを探さがしまわったが、ペペロンは見みつからない。

「おかしいな？　小ちいさくなって、ここにころがってたはずなのに」

「ぼっちゃまに気きを取とられている間あいだに、いなくなっちゃった」

「まさか……」

　スタッフの一人ひとりが、ガケの下したをのぞきこんだ。

「また落おちてしまったのか？　あんなに小ちいさくなっちゃったから、だれにも気きづかれないうちに……」

「意い識しきがはっきりしてなかったからな。フラフラして、落おちたのかも」

「そんな！」

　カービィがあわててジェットをふかし、ガケ下したに舞まい降おりていった。

　ずっと下か流りゅうのほうまで探さがしたが、ペペロンは見みつからなかった。

「ダメだ……どこにもいないよ」

　カービィが戻もどってきてジェットをはずし、報ほう告こくすると、キザリオは肩かたをふるわせて、泣なき出だした。

「ペペロンのヤツ……なんで、ボクを助たすけたりしたんだ……ボク、あんなにひどいことを言いったのに！」

「おわかりにならないのですか、キザリオ様さま。なんと、おろかな」

　クーロンが、けわしい声こえで言いった。

「ペペロンは、ずっと、あなた様さまのそばにいたではありませんか。あなた様さまが小ちいさい子こどもだったころから、ずっと」

「……」

「あなた様さまにとって、ペペロンはただのペットでした。ですがペペロンにとって、あなた様さまは、かけがえのない、たった一人ひとりの友ともだちだったのですよ」

「友ともだち……」

　キザリオは、ガケっぷちににじりよった。

　今いまにも激げき流りゅうに飛とびこみそうなキザリオを、みんなで押おさえつけなければならなかった。

「ペペロン……！　なんてことだ。戻もどってきてくれよ、ペペロン……今こん度どこそ、だいじに、だいじにするから……」

　キザリオは座すわりこみ、小ちいさな子こどものように泣なきじゃくった。

　彼かれの泣なき声ごえは長ながく長ながく続つづいたが、ようやくその声こえがとぎれたとき、メタナイトが言いった。

「みなに説せつ明めいしたまえ、キザリオ。君きみがしでかしたことの一いち部ぶ始し終じゅうを」

　クーロンも言こと葉ばをそえた。

「それが、ペペロンにわびる、たった一つの方ほう法ほうでございますよ」

　キザリオは、涙なみだでくしゃくしゃになった顔かおを上あげた。いつもの気き取どり屋やとは別べつ人じんのように、情なさけない顔かおだった。

「ペペロンは……ボクが何なん年ねんも前まえの誕たん生じょう日びに買かってもらった、手て乗のりクマなんだ」

「手て乗のりクマ？」

「うん。手ての上うえに乗のるくらい、小ちいさなクマさ。成せい長ちょうしても、大おおきさは変かわらなくて、ボクの星ほしではペットとしてとても人にん気きがあるんだよ」

　キザリオはやっと涙なみだをふいた。

「ボクとペペロンは大だいの仲なか良よしだった。いつも、いっしょに遊あそんでた。でも……あるとき、ボクは友ともだちと話はなしていて、とてもはずかしい思おもいをしたんだ」

「はずかしいって？」

「友ともだちはみんな、かっこいいペットを飼かってるんだ。ヘルメホーンとかファイアーライオンとか、大おおきくて強つよいヤツさ。手て乗のりクマなんか、女おんなの子こ用ようのペットだって笑わらわれてしまった。ボクはくやしくて、くやしくて、たまらなかった。それで、ペペロンを大おおきくて強つよいクマにしてやろうと思おもいついたんだ」

「どうやって？」

「もちろん、クーロンにたのんだのさ」

　クーロンがうなずいて、言いった。

「私わたくしめは、キザリオ様さまの子こ守もりでございます」

「子こ守もりって言いうな。ボクはもう子こどもじゃないんだから！」

「つまり、ずっとお仕つかえしている、お世せ話わ係がかりでございますよ」

「クーロンは、魔ま法ほう使つかいの資し格かくを持もってるんだ」

「なに、ほんの初しょ級きゅうでございますよ」

　クーロンは手てを振ふって、謙けん遜そんした。

「クーロンの魔ま法ほうでペペロンを大おおきくしてもらおうと思おもったんだけど、ことわられちゃったんだ」

「当あたり前まえでございます。生いき物ものを大おおきくする魔ま法ほうは、法ほう律りつで禁きんじられておりますゆえ」
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「それで、ボクはクーロンの魔ま法ほう書しょをこっそりぬすみ読よみして、自じ分ぶんで魔ま法ほうを使つかってみたんだよ。そしたら、うまくいった……いきすぎた。ペペロンは、ボクが予よ想そうしてたより、ずっと大おおきくなっちゃったんだ」

「ペペロンは逃にげ出だし、ゆくえがわからなくなりました。大だい捜そう索さくの結けっ果か、このプププランドに逃にげこんだことがわかったのでございます」

「どうして、プププランドに……？」

　住じゅう民みんたちが首くびをかしげると、クーロンは静しずかに答こたえた。

「ペペロンはもともと、平へい和わを愛あいするのんきな心こころの持もち主ぬしでございます。おそらく、このプププランドに満みちた宇う宙ちゅう一いちのんきな空くう気きに、引ひきよせられたのでございましょう」

「ボクはクーロンより早はやくペペロンを見みつけて、魔ま法ほうをとくつもりだったんだ。クーロンに先さきをこされたら、きっとガミガミ怒おこられると思おもって。でも、ボク一人ひとりの力ちからじゃどうにもならない。それで……」

「プププランドの住じゅう民みんたちを巻まきこむ計けい画かくを思おもいついたというわけだ」

　メタナイトが言いうと、キザリオはしょげ返かえった。

「……うん。レースの番ばん組ぐみを作つくるってことにすれば、住じゅう民みんを巻まきこんでプププランドじゅうをかけ回まわれるし、ペペロンを誘さそい出だすことだってできると思おもって……」

　後あとを続つづけたのは、クーロン。

「ところが、あれよあれよというまに話はなしが大おおきくなり、ウソではすまなくなりました。そこでキザリオ様さまは、スタッフを呼よびよせて、本ほん当とうに番ばん組ぐみを作つくるはめになったのでございます。申もうしおくれましたが、キザリオ様さまはコメットテレビ社しゃ長ちょうの息むす子こ。つまり、御おん曹ぞう司しというわけでございます」

「ボクのママが社しゃ長ちょうなんだ。ボクはテレビが好すきだからね、ママにたのんで、何なん本ぼんかテレビ番ばん組ぐみを作つくらせてもらった経けい験けんがあるんだよ」

「ひどい番ばん組ぐみばかりでしたけどね」

　スタッフの一人ひとりが、ボソリと言いった。キザリオは、むきになって言いい返かえした。

「しかたないだろ！　ボクは社しゃ長ちょうのあとつぎなんだ！　番ばん組ぐみ作づくりより、会かい社しゃ経けい営えいに向むいてるのさ！」

「と、まあ、そういうわけでオレたちスタッフが呼よばれて、番ばん組ぐみ作づくりをさせられました。ただ、レースの内ない容ようはキザリオぼっちゃまが考かんがえたんですけどね」

「全ぜん部ぶ、ペペロンを見みつけ出だすための計けい画かくだったのさ。激げき辛からグルメは、ボクが魔ま法ほう書しょをぬすみ読よみして調ちょう合ごうした特とく別べつなスパイス入いり。あれを食たべれば、ふだんの倍ばいの力ちからが出だせるはずだったんだ。キミたちのパワーを高たかめる作さく戦せんだったんだよ」

「量りょうが多おおすぎて、逆ぎゃく効こう果かだったようですがね」

　と、スタッフ。キザリオは、また、しょんぼりした。

「……まあね。次つぎの歌うた声ごえチャレンジは、魔ま法ほう書しょをぬすみ読よみして覚おぼえた『覚かく醒せいの呪じゅ文もん』のためだったんだ。あの呪じゅ文もんを聞きけば、魔ま法ほう生せい物ぶつは興こう奮ふんし、あばれ出だす。かくれひそんでいるペペロンをおびき出だすことができると思おもったんだ……」

「あまりに、おろかでございました。そのせいで、おとなしいペペロンがあのようにあばれ出だして……」

　クーロンのきびしい言こと葉ばを受うけて、キザリオはますますしょげ返かえった。

「次つぎのチョコレート・チャレンジは、説せつ明めいしたとおりさ。ペペロンはチョコが大だい好すきで、チョコをたっぷり食たべると眠ねむくなっちゃう性せい質しつがあるんだ。だから、キミたちをチョコまみれにすることにした」

「なんてひどい計けい画かくだ！」

　怒おこり出だしたのは、コックカワサキだった。

「オレはあやうく、食たべられそうになったんだぞ！」

「ペペロンはお菓か子ししか食たべないから、危き険けんはないと思おもったんだよ……」

　キザリオが言いいわけを口くちにしたとき。

　ププププ……と、小ちいさな音おとがした。スタッフが、ポケットに入いれていた通つう信しん装そう置ちを取とり出だして、小こ声ごえで何なにか話はなしをした。

　スタッフは、すぐに通つう信しんを切きって、キザリオに告つげた。

「本ほん部ぶから連れん絡らくです。まもなく、トップを走はしってる選せん手しゅがゴールインするので、お急いそぎください……ですって。ぼっちゃまがいないと、表ひょう彰しょう式しきを始はじめられないんで」

「……え？」

　全ぜん員いんが、きょとんとした。

「トップを走はしってる選せん手しゅ？　だれのことだ？」

「選せん手しゅはみんな、ここに集あつまってるのに」

　とつぜん、カービィが叫さけんだ。

「あ……！　ワドルディだ！　ワドルディがいないよ！」

「なにぃぃぃ!?」

　デデデ大だい王おうがわめいた。
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「あいつめ、オレ様さまをさしおいて、トップだと!?　部ぶ下かのぶんざいで、なまいきな！」

「まさか、ワドルディが優ゆう勝しょう!?」

「いや、それは、ありえない」

　キザリオが言いった。

「その選せん手しゅは最さい終しゅうポイントの条じょう件けんをクリアしてないからね。つまり、ペペロンに出で会あってない」

「なるほど、じゃ、ワドルディは失しっ格かくだな」

　選せん手しゅたちは、胸むねをなで下おろした。

「こうしてはいられないぞ。レースを再さい開かいするんだ」

「よーし、負まけないぞ！」

「オレが優ゆう勝しょうだ～！」

　選せん手しゅたちは、それぞれのマシンに飛とび乗のると、走はしり出だした。

　テレビ・スタッフも、スタッフ用よう車しゃ両りょうに乗のりこんだ。

　クーロンが、ガケっぷちにたたずんでいるキザリオに声こえをかけた。

「われわれも行いきますぞ、キザリオ様さま」

「……うん」

　キザリオは、あきらめきれないように何なん度ども振ふり返かえりながら、ようやくその場ばをはなれた。
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　ワドルディは、ウィリースクーターに乗のって、コトコトコト……と走はしり続つづけていた。

　すぐそばに、カメラをかまえたスタッフがつきそっている。

　ワドルディは、遠えん慮りょして言いった。

「ぼくなんか、映うつさなくていいです。ビリだし……」

「うーん、それがね、他ほかのカメラがみんなこわれちゃったらしくて」

「えっ」

「何なにかトラブルがあったようだって、本ほん部ぶから連れん絡らくがあったんだよ。残のこってるのは、この予よ備びのカメラだけだし、近ちかくにいる選せん手しゅはキミだけだから、キミを映うつすしかないんだ」

「そうなんですか……」

「がんばれよ。ゴールはもうすぐだ」

「はい」

　もう、みんなとっくにゴールインしちゃっただろうな……と思おもいながら、ワドルディはウィリースクーターを操そう縦じゅうし続つづけた。

　……と、そのとき。

　ワドルディは、妙みょうなものに気きがついて、ウィリースクーターを止とめた。

　スタッフが言いった。

「ん？　どうしたんだい？」

「見みてください、川かわ辺べに、ぬいぐるみみたいなものが落おちてます」

「ぬいぐるみ？　そんなの、ほっとけよ」

「でも、落おとし物ものだったら、ひろってあげないと」

　ワドルディは川かわ辺べに走はしっていき、落おちている小ちいさなクマをひろい上あげた。

　クマがもそもそと動うごいたので、ワドルディはびっくりした。

「わあ!?　ぬいぐるみじゃない！　このクマ、生いきてる！」

　ワドルディは、川かわを見みた。

　上じょう流りゅうは水みずの勢いきおいがはげしいが、このあたりになると川かわ幅はばが広ひろくなり、水みずの流ながれもおだやかだ。

「足あしをすべらせて、川かわに落おちて、流ながされちゃったんだな。クマさん、だいじょうぶ？」

　クマはぐったりしていたが、ケガはなさそうだ。

　ワドルディはクマを抱だいてウィリースクーターに戻もどり、自じ分ぶんの前まえにすわらせた。

「とにかく、いっしょにゴールまで行いこうね。その後あと、森もりに帰かえしてあげるから」

　ワドルディと小ちいさなクマを乗のせたウィリースクーターは、ふたたび、コトコトコト……と走はしり出だした。




「パパ、このレース、すごくつまらないよー」

　ごくごく平へい凡ぼんなとある家か庭ていでは、男おとこの子こが不ふ満まんを言いっていた。

　父ちち親おやは、ゴルフクラブの手て入いれをしながら言いった。

「まったくだ。メタナイトも出でてこなくなっちゃったしな」

「スクーターが一台だい、コトコト走はしってるだけだよ！　しかも、すごくおそい！　こんなの、レースじゃないや」

「そんな番ばん組ぐみ、見みなくていい。テレビを消けして、宿しゅく題だいをしなさい」

「はーい」

　男おとこの子こはテレビの電でん源げんを切きった。

　この家いえばかりではない。全ぜん宇う宙ちゅうの家か庭ていで、同おなじことが起おきていた。




　道みちの先さきに、ゴールが見みえてきた。きれいにかざりつけられたゲートが設せっ置ちされている。

「もうちょっとだ……ビリだけど、なんとかゴールにたどりつける。参さん加か賞しょう、あるかな」

　ワドルディはホッとした。

　その時ときだった。とつぜん、背はい後ごから、けたたましい音おとが聞きこえてきた。

　たくさんのエアライドマシンが爆ばく走そうする音おと、そして選せん手しゅたちのどなり声ごえだ。

「優ゆう勝しょうはオレ様さまだぁぁぁぁぁ！」

「あ、ワドルディがいる！　どけどけ、じゃまだ！」

「おまえはどうせ、失しっ格かくなんだからな！」

　すさまじい騒そう音おんを背せに受うけて、ワドルディは、すくみ上あがった。

　みんなのどなり声ごえは、たがいに打うち消けし合あって、何なにを言いっているのか聞きき取とれない。ただ、とてつもなく大おおきな音おとが迫せまってくることだけはわかった。

「なんだろう！　まさか、これが、最さい終しゅうチャレンジかな……!?」

　かみなりのような声こえで吠ほえる怪かい物ぶつの姿すがたを想そう像ぞうして、ワドルディはガタガタふるえた。

「た、たいへん……！　逃にげなくちゃ！」

　ワドルディはハンドルにしがみつき、必ひっ死しにウィリースクーターを走はしらせた。

　コトコトコト……と、ウィリースクーターは速そく度どを上あげる。

　その背はい後ごに、選せん手しゅたちの集しゅう団だんがせまる！
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「来こないで……！」

　ワドルディは、いのるような思おもいで目めを閉とじた。

「うぉぉぉぉぉぉ！」

「優ゆう勝しょう、優ゆう勝しょう、ゆうしょぉぉぉぉ！」

　バリバリと騒そう音おんをまき散ちらしながら、エアライドマシンがゴールにつっこんでいく。

　しかし、ほんの一いっ瞬しゅんの差さで、ワドルディのウィリースクーターがゴールインしていた。

　花はな束たばをもった審しん査さ員いんの女じょ性せいが、ワドルディに駆かけよった。

「優ゆう勝しょうおめでとうございまーす！　あなたのマシンがいちばんにゴールインしたわ」

　デデデ大だい王おうが、レックスウィリーから飛とび降おりて、ワドルディに向むけられた花はな束たばをうばい取とった。

「わははは！　そいつは失しっ格かくだわい、条じょう件けんをクリアしてないからな！　つまり、優ゆう勝しょうはこのオレ様さまだ！」

「いや、オレのほうが早はやかった！」

「ぼくだよ、ぼくー！」

　同どう時じにゴールに飛とびこんだ選せん手しゅたちが、花はな束たばをうばい合あった。

　そのさわぎの中なか、ひときわ大おおきな声こえがひびきわたった。

「──ペペロン！」

　叫さけんだのは、キザリオ。

　彼かれは選せん手しゅたちをかき分わけて、ワドルディのウィリースクーターに走はしりよった。

　シートの上うえにちょこんとすわっているのは、手てのひらに乗のるくらい小ちいさなクマ。

「ペペロン！　ペペロン！　無ぶ事じだったのか！」

　キザリオは夢む中ちゅうでペペロンを抱だき上あげ、ほおずりをした。ペペロンは、うれしそうに鼻はなをうごめかせ、キザリオのほおをなめた。

「ごめんよ、ペペロン。ひどいことを言いってしまって。ペペロンは、ボクのいちばんの友ともだちだよ……！」

　キザリオはペペロンをぎゅっと抱だきしめ、大おおつぶの涙なみだを流ながした。

　デデデ大だい王おうが、キザリオの背せ中なかをたたいた。

「おい、泣なくのは後あとにしろ。表ひょう彰しょう式しきが先さきだ。さっさとオレ様さまにラーメン三百年ねん分ぶんをよこせ」

「デデデ大だい王おう！　さっき、ラーメン三百年ねん分ぶんはぼくにくれるって言いったじゃない！」

　カービィが抗こう議ぎしたが、デデデ大だい王おうはすっとぼけた。

「ん？　そんなこと、言いっとらんわい」

「言いったよー！　ぼく、優ゆう勝しょうじゃなくてもいいけど、賞しょう品ひんだけはもらうからね！」

「ずうずうしいわい！」

　取とっ組くみ合あいになりかけた二人ふたりに、キザリオが言いった。

「優ゆう勝しょうは、キミたちじゃないよ」

「なに!?」

「ワドルディ選せん手しゅだ。優ゆう勝しょうおめでとう。そして……ありがとう」

　キザリオは、ありったけの感かん謝しゃをこめた目めで、ワドルディを見みた。

　ワドルディは、とまどっている。

「え……？　優ゆう勝しょう？　ぼくが？　どうして……」

「キミはペペロンを助たすけてくれた上うえに、いちばんでゴールインしたんだからね。当とう然ぜんだよ」

「なんだとー!?」

「ワドルディのやつ、ぬけがけだー！」

　デデデ大だい王おうと選せん手しゅたちが叫さけんだが、もうおそい。

　審しん査さ員いんの女じょ性せいが、デデデ大だい王おうから花はな束たばをうばい返かえして、ワドルディにさし出だした。ワドルディは、おずおずと受うけ取とった。

　カービィが、ワドルディに飛とびついた。

「わーい！　ワドルディ、すごいや！　優ゆう勝しょうおめでとう！」

　さっきまで、優ゆう勝しょう賞しょう品ひんのことで頭あたまがいっぱいだったカービィだけれど、今いまは心こころからよろこんでいた。

　その気きもちが伝つたわって、ワドルディもにっこりした。

「ありがとう、カービィ！」

「すごい、すごい！　ワドルディ、ばんざーい！」

　カービィは、両りょう手てを上あげた。

　それにつられて、選せん手しゅたちも、スタッフたちも、ばんざいをした。

　デデデ大だい王おうは、くやしげに言いった。

「フン、オレ様さまをさしおいて優ゆう勝しょうとは、腹はらが立たつわい！」

「大だい王おうさま……ご、ごめんなさい……」

「いいわい。その代かわり、ラーメン三百年ねん分ぶんはオレ様さまによこすんだぞ！」

　ウォーキーが、そわそわしながらキザリオに近ちかづいていった。

「あの、キザリオさん。オレを正せい式しきにアナウンサーにしてくれるって話はなし、覚おぼえてます？」

　キザリオは、笑え顔がおでうなずいた。

「もちろんさ！　ボクは約やく束そくを守まもるよ。キミたちの活かつ躍やくのおかげで、視し聴ちょう率りつは最さい高こうだったらしいからね！」

「やった……！　ついに、念ねん願がんのアナウンサーになれるんだ……！」

　ウォーキーは、感かん動どうのあまり、声こえをふるわせた。

　スタッフの一人ひとりが、キザリオに声こえをかけた。

「ぼっちゃま、通つう信しんが入はいってます。社しゃ長ちょうからです」

「え、ママ？　そうか、お祝いわいを言いってくれるんだな。ボクが初はじめて、大だいヒット番ばん組ぐみを作つくったから！」

　スタッフブースに設せっ置ちされたモニターに、キザリオによく似にた女じょ性せいの顔かおが映うつし出だされた。

　……ものすごく、怒おこっている。小ちいさな子こどもが見みたら、泣なき出だしそうなくらい、こわい。

　キザリオの顔かおから、笑えみが消きえた。彼かれは、たじろいで、モニターに話はなしかけた。

「……ママ？　ど、どうかしたの……？」

「どうか、じゃありません！　さっきから、局きょくの電でん話わが鳴なりっぱなしよ！」

「ボクの作つくった番ばん組ぐみのことで？　そんなに大だい好こう評ひょうだった……の？」

「何なにを寝ねぼけてるの！　抗こう議ぎよ！　全ぜん部ぶ、抗こう議ぎの電でん話わ！」

「え!?」

「よくも、あんなつまらない番ばん組ぐみを作つくったわね！　わが局きょくの評ひょう価かがダダ下さがりよ！　おまえは三ヶ月げつ間かん、おやつ抜ぬきの罰ばつです！」

「えっ!?」

「それから、クーロン！」

「は、はい、奥おく様さま」

　クーロンは、モニターの前まえで小ちいさくかしこまった。

「おまえがついていながら、なんてことなの！　おまえは、キザリオちゃまの子こ守もりでしょうが！」

「は、はい。申もうしわけございませぬ……」

「おまえは三ヶ月げつ間かん、給きゅう料りょう半はん分ぶんの罰ばつよ！　反はん省せいしなさい！」

「……うっ……」

　クーロンは、くちびるをかみしめ、うめいた。

　通つう信しんは切きれ、モニターの中なかのおそろしい顔かおは消きえた。

　シーンと静しずまり返かえった中なか、ウォーキーが、おそるおそるたずねた。

「キ、キザリオさん？　あの、オレ、アナウンサーに……なれるんです……よね？」

「そんなわけ、ないだろう！」

　キザリオは、衝しょう撃げきのあまりよろよろしながら、答こたえた。ウォーキーも、よろよろした。

「な、なんですって……！」

「今いまのママの顔かお、見みただろ！　視し聴ちょう率りつは最さい悪あくだったんだ。採さい用ようなんか、できるわけないよ！」

「で、でも、番ばん組ぐみの途と中ちゅうまでは、たしかに……！」

「うるさーい！　キミの採さい用ようなんかより、ボクのおやつのほうが重じゅう大だいだよ！　三ヶ月げつ間かん、おやつ抜ぬきだなんて！　たえられない！」

　デデデ大だい王おうが、キザリオの肩かたをつかんだ。

「おい！　優ゆう勝しょう賞しょう品ひんは！　ラーメン三百年ねん分ぶんの約やく束そくはどうなる！」

「そんなもの、用よう意いできるわけないよ！　ママがゆるしてくれないよ！」

「なんだと──!?」

　声こえを上あげたのは、デデデ大だい王おうだけではなかった。他ほかの選せん手しゅたちも、次つぎ々つぎに叫さけびだした。中なかには、その場ばでふてくされて寝ねころがってしまう者ものもいた。

「なんだよー！　結けっ局きょく、骨ほね折おり損ぞんのくたびれもうけってやつか！」

「オレたちの激げき闘とうは、何なんだったんだ……」

「あんなにがんばったのに、何なんの意い味みもなかったんだな……」




　みんなから少すこしはなれた場ば所しょで、メタナイトはつぶやいた。

「番ばん組ぐみは大だい失しっ敗ぱい、選せん手しゅたちの努ど力りょくは水みずのあわ……何なにひとつ、いいところのないレースだった……か？」

　メタナイトは、ふと気きづいた。

　打うちひしがれる選せん手しゅたちをよそに、はしゃいでいる二人ふたりがいた。カービィとワドルディだ。

[image: ]

　カービィは、キザリオの腕うでの中なかのペペロンに、話はなしかけていた。

「助たすかってよかったねえ、ペペロン！　ぼくら、ペペロンが行ゆく方え不ふ明めいになったと思おもって、ハラハラしちゃったんだよ。キザリオも、とても心しん配ぱいしてた」

　ワドルディが言いった。

「川かわ岸ぎしに、打うち上あげられてたんだよ。ぼく、最さい初しょは、ぬいぐるみかと思おもっちゃった」

「キザリオが川かわに落おちたとき、ペペロンがまっさきに飛とびこんで助たすけたんだよ。すごく、勇ゆう敢かんだったんだ！」

「助たすけた……？　ペペロン、こんなに小ちいさいのに、どうやって？」

「それはねえ」

　こんがらかった話はなしをときほぐすように、カービィは話はなし始はじめた。ワドルディは、目めを丸まるくして聞きき入いった。

　ペペロンは、幸しあわせそうにあくびをしている。

　キザリオは、おやつ抜ぬきの刑けいを大おおげさになげきながらも、腕うでの中なかのペペロンをだいじそうに抱だきしめていた。

　メタナイトは、仮か面めんの下したで、フッとほほえんだ。

「……まあ、いい。それなりに、実みのりのあるレースだったようだな」
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